
福祉保健生活環境委員会会議記録 
 
                       福祉保健生活環境委員長 三浦 正臣   
 
１ 日 時 

   令和７年３月１９日（水） 午後１時００分から 
                午後３時５４分まで 
 
２ 場 所 

   第５委員会室 
 
３ 出席した委員の氏名 

   三浦正臣、清田哲也、中野哲朗、御手洗朋宏、成迫健児、戸高賢史、堤栄三 
 
４ 欠席した委員の氏名 

   後藤慎太郎 
 
５ 出席した委員外議員の氏名 

      澤田友広 
 
６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

福祉保健部長 工藤哲史、生活環境部長 島田忠、病院局長 井上敏郎 ほか関係者 
 
７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 
 
８ 会議の概要及び結果 

（１）第３号議案、第４号議案、第１１号議案、第２２号議案、第２３号議案、第２６号議案、

第２７号議案及び第２９号議案については、可決すべきものと全会一致をもって、第１

号議案のうち本委員会関係部分、第２４号議案、第２５号議案及び第２８号議案につい

ては、可決すべきものと賛成多数をもって決定した。 

（２）第１９号議案については、可決すべきものと総務企画委員会に回答することに全会一致

をもって決定した。 

（３）請願９については、賛成少数をもって不採択とすべきものと決定した。 

（４）大分県社会的養育推進計画２０２５改定版の策定について、第２期大分県地震・津波防

災アクションプランの策定について、第五期大分県病院事業中期事業計画の中間見直しに

ついてなど、執行部から報告を受けた。 

 

９ その他必要な事項 

   な し 
 
１０ 担当書記 

   議事課委員会班    主査 坂口泰弘 
   政策調査課政策法務班 主事 岩尾晴花 



福祉保健生活環境委員会次第 

 
日時：令和７年３月１９日（水）１３：００～ 

場所：第５委員会室             

 

１ 開  会 

 

 

２ 病院局関係                        １３：００～１３：４０ 

（１）合い議案件の審査 

第 １９号議案 職員の給与に関する条例等の一部改正について 

（付託委員会：総務企画委員会） 

（２）付託案件の審査 

第 １１号議案 令和７年度大分県病院事業会計予算 

第 ２８号議案 大分県病院事業に係る料金条例の一部改正について 

第 ２９号議案 権利の放棄について 

（３）諸般の報告 

①第五期大分県病院事業中期事業計画の中間見直しについて 

（４）その他 

 

 

３ 生活環境部関係                      １３：４０～１４：３０ 

（１）付託案件の審査 

第  １号議案 令和７年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分） 

（２）諸般の報告 
①第２期大分県地震・津波防災アクションプランの策定について 

②大分県人権尊重施策基本方針（第４次）の策定について 

③第５次大分県ＤＶ対策基本計画の策定について 

④先島諸島からの避難者受入れの初期的計画について 
（３）その他 
 

 

４ 福祉保健部関係                      １４：３０～１５：４０ 
（１）付託案件の審査 

第  １号議案 令和７年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分） 
第  ３号議案 令和７年度大分県国民健康保険事業特別会計予算 

第  ４号議案 令和７年度大分県母子父子寡婦福祉資金特別会計予算 

第 ２３号議案 栄養士法の一部改正に伴う関係条例の整備について 

第 ２４号議案 大分県国民健康保険条例の一部改正について 

第 ２５号議案 大分県幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正について 



第 ２７号議案 権利の放棄について（母子父子寡婦福祉資金） 

第 ２２号議案 大分県地域福祉基本計画の策定について 

第 ２６号議案 大分県次世代育成支援行動計画の策定について 

請  願  ９ 医療機関の事業と経営維持のための診療報酬再改定、補助金等の財政

支援措置についての請願 

（２）諸般の報告 
①計画の策定・改定について 

・大分県社会的養育推進計画２０２５改定版の策定について 

・次期大分県新型インフルエンザ等対策行動計画の素案について 

（３）その他 
 
 
５ 協議事項                         １５：４０～１５：５０ 

（１）その他 
 
 
６ 閉  会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 
 

三浦委員長 ただいまから、福祉保健生活環境

委員会を開きます。 

本日は、都合により後藤委員が欠席していま

す。 

また委員外議員として、澤田議員に出席いた

だいています。 

ここで、委員外議員の皆様に申し上げます。

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委員

の質疑終了後に挙手し、私から指名を受けた後、

長時間にわたらないよう要点を簡潔に御発言を

お願いします。 

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案１２件、総務企画委員会から合い議があっ

た議案１件及び請願１件です。 

この際、案件全部を一括議題とし、これより

病院局関係の審査に入ります。 

それでは、最初に合い議案件の審査を行いま

す。総務企画委員会から合い議のあった第１９

号議案職員の給与に関する条例等の一部改正に

ついてのうち、本委員会関係部分について執行

部の説明を求めます。 

井上病院局長 一言御挨拶をさせていただきま

す。三浦委員長をはじめ委員の皆様には、病院

局の事業について日頃より御指導、御支援を賜

り、誠にありがとうございます。 

 本日は合い議案件の審査として、職員の給与

に関する条例等の一部改正について、付託案件

の審査として、令和７年度大分県病院事業会計

予算、大分県病院事業に係る料金条例の一部改

正について、権利の放棄について、諸般の報告

として、第五期大分県病院事業中期事業計画の

中間見直しについてそれぞれ御説明します。 

何卒御審査のほどよろしくお願いします。 

伊達総務経営課長 第１９号議案職員の給与に

関する条例等の一部改正について、病院局に関

連する部分に関して御説明します。議案書は２

０２ページからになりますが、本日はお手元の

福祉保健生活環境委員会資料で御説明します。 

 タブレットの資料の２ページをお開きくださ

い。 

まず１改正理由ですが、病院局職員の給与に

ついては、地方公営企業法第３８条第３項にお

いて、同一又は類似の職種の国及び地方公共団

体の職員並びに民間事業の従事者の給与を考慮

して定めることとされており、例年、知事部局

の給与改定に準じた改定を行っています。 

今回、知事部局において、人事委員会の勧告

・報告に基づき、人材確保等を目的とした国家

公務員の給与制度のアップデートに準じた給与

改定及び仕事と育児・介護の両立を実現するた

めの休暇等の改正が行われることから、病院局

においても同様の改正を行うものです。 

 次に２改正内容ですが、今回の改正における

主な内容を御説明します。 

まず、一般職員の給料・手当のうち、給料表

については、給料の最低水準を引き上げる観点

から、職責を重視した体系に見直します。扶養

手当については、働き方の社会情勢変化を踏ま

えて配偶者に係る扶養手当を段階的に廃止し、

一方で、子に要する経費の実情等を踏まえて子

に係る扶養手当額を引き上げます。その他、通

勤手当の普通運賃相当分の上限額引上げ等を行

います。 

 次に、一般職員の休暇・勤務時間については、

小学校就学後の子の育児と仕事の両立の観点か

ら、小学校就学後から小学校３年生までの子を

養育する職員に対し、１日につき２時間の範囲

内で取得できる無給の子育て部分休暇を新設し

ます。また、育児・介護休業法の改正にあわせ

て、時間外勤務の免除の対象となる子の範囲を、

３歳未満の子から小学校就学前の子に拡大しま

す。 

 表の下段、任期付職員・任期付研究員の給料

・手当については、現在病院局に当該職員はい

ませんが、知事部局と同様の改正を行うもので

す。 

 ３施行日ですが、知事部局の施行にあわせて、

令和７年４月１日としています。 
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最後に、資料の３ページをお開きください。 

参考として、今回改正される条例等の一覧を

示しています。表の一番後ろ、１１番が病院局

の所管する条例です。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
堤委員 これは実際施行したときに総額でどれ

ぐらいの金額になるんですか。 
伊達総務経営課長 数字が手元にありませんの

で、後ほど確認してお伝えします。 

三浦委員長 ほかにありますか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方はありますか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 ほかにないので、これより採決に

入ります。 

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと総務企画委員会に

回答することに、御異議ありませんか。 
〔「異議なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議がないので、本案のうち本

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと総務企画委員会に回答することに

決定しました。 
以上で、合い議案件の審査を終わります。 
次に、付託案件の審査を行います。第１１ 

号議案令和７年度大分県病院事業会計予算につ

いて、執行部の説明を求めます。 
井上病院局長 第１１号議案令和７年度大分県

病院事業会計予算について御説明します。議案

書は６８ページからになりますが、引き続き福

祉保健生活環境委員会資料で御説明します。 

タブレットの資料の４ページから令和７年度

病院局予算概要を添付していますが、６ページ

をお開きください。 

福祉保健部が所管している県立病院対策事業

費の概要です。一般会計から病院事業会計への

負担金は、表の事業概要欄の二重マル、病院事

業会計負担金にあるように１６億５，９７５万

円で、前年度と比べ増額となっています。増額

の要因としては、政策医療に要する費用の増な

どです。 

またその下の二重マル、県立医療施設整備基

金積立金１１６万円については、福祉保健部が

所管している県立医療施設整備基金の運用利息

を積み立てるものです。 

以上で一般会計予算のうち、県立病院対策事

業費の概要の説明を終わります。 

それでは７ページをお開きください。次に、

病院事業における令和６年度当初予算との比較

の概略を御説明します。上段の収益的収支予算

の表を御覧ください。 

令和７年度の単年度損益は、４億８，９００

万円の赤字を予定しており、令和６年度との比

較では、減益と見込んで編成しています。 

次に、下段の資本的収支予算については、高

額医療機器の更新やＬＥＤ照明改修工事などに

伴い、収入、支出共に令和６年度と比べて増額

となります。 

 ８ページをお開きください。令和７年度予算

概要を千円単位で記載しています。 

まず、収益的収入及び支出のうち、（１）病

院事業収益について御説明します。 

左側の表になりますが、医業収益は入院収益、

外来収益などの合計であり、入院・外来延患者

数や単価については、令和６年度の決算見込み

を基に算定しています。 

これに医業外収益、特別利益を加えて、病院

事業収益は、右の表の一番下、合計欄にあるよ

うに２２５億５，５１６万９千円です。 

 次に、９ページをお開きください。（２）病

院事業費用についてですが、職員の給与費、薬

品費等の材料費、減価償却費などで構成される

医業費用に、医業外費用、特別損失を加えて、

右の表の一番下、合計欄にあるように２３０億

４，４４３万４千円です。 

 最後に１０ページをお開きください。資本的

収入及び支出についてです。 

（１）資本的収入は、左の表に掲載している

企業債、負担金で構成されており、合計は１５

億７，４６２万８千円です。 

また、右の表（２）資本的支出は、建設改良

費、企業債償還金及び他会計からの借入金償還
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金で構成され、合計は２２億３，７４１万５千

円です。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
中野委員 委員会資料８ページの右側の予算概

要、右側の欄の負担金交付金についてです。 
 こちらについては、昨日の予算特別委員会の

際に、井上明夫委員から質疑があったところで

すが、改めて質疑します。 
 この負担金交付金ですが、地方公営企業法に

基づく一般会計負担金の１２億３，４６２万２

千円と大分大学医学部実習生受入負担金の２７

６万円、計１２億３，７３８万２千円で計上さ

れていますが、この金額を前年度と比較したと

きに、２億６，７７０万８千円の増となってい

ます。昨日、質疑の中で、繰出基準が増えたと

いう答弁がありましたが、この要因について、

今一度御説明いただきたいと思います。 
 それと、この負担金交付金ですが、例えば、

高度又は特殊医療経費や公的性格が強く不採算

な経費など、いわゆる５種目に充てられる経費

と理解してよいのか、この２点を伺います。 
伊達総務経営課長 お答えします。 

 昨日、予算特別委員会で御質疑があったとこ

ろで、赤字に伴って繰り出されたものがあると

回答をしたと思うんですが、その分を具体的に

申しますと、共済基礎年金の拠出金が黒字のと

きは繰出しの対象にならないんですけれども、

令和５年度は赤字決算になったことで２億６，

６５７万２千円が繰出しの対象になっています。 

 そのほかに、全体的に周産期の関係で、対象

の新生児の病棟の数を少し見直したりとか、院

内保育園の関係で、負担率をこれまで２分の１

だったところを１分の１にして１，８５３万１

千円増加したりとか、そういった繰出しの見直

しをしています。いずれも繰出基準に沿った繰

出しになっているので、御理解をお願いしたい

と思います。 

中野委員 さっきの繰出しの基準に関すること

ですけども、令和７年度予算案における負担金

交付金の内訳、この資料の詳細について、可能

であれば金額とその積算根拠を資料として請求

したいと思いますが、委員長、取り計らいをお

願いします。 

三浦委員長 執行部の皆さん、今、中野委員か

ら資料提供があったので、精査をして資料を御

準備していただきたいと思います。 

堤委員 昨日の予算特別委員会の伊達課長の答

弁の中で、例の文書料と分娩料の引上げで１，

８００万円が一応負担となるよと。それを令和

７年度の予算に反映しないんですかと聞いたら、

しないと言っていたよね。ただ、これを見ると、

値上げ時期が４月１日とか１０月からだよね。

そうすると、来年度にかかってくるわけよ。そ

うなると、それが全く来年度の予算の収入の中

に入ってこないのかがちょっと解せんのやけど、

そこら辺はどういう意味ですか。 

伊達総務経営課長 条例の改正なので、議会の

議決を得ないと予算に反映することは難しいと

いうことです。まだ議決されていませんので、

今回の予算案には計上していません。 

堤委員 ということは、仮に議決された場合に

は、補正で組むということやな。補正は６月の

補正か何かになりそうなの。仮の話で申し訳な

いんだけど。 

於久県立病院事務局長 補正については、６月

ではなくて、また２月の補正予算のときにまと

めて計上したいなと考えています。ただ、実際

には、施行日からきちんと価格を上げて徴収を

しますし、それはしっかりやっていくんですけ

ども、補正予算になると、もうそれまでいろい

ろまた変化もあるので、まとめて２月のときに

計上したいと思っています。 

戸高委員 これも予算特別委員会であったかも

しれませんけど、外来の患者数と入院単価を示

していると思うんですが、令和６年度からの増

減をどう見込んでいますか。入院患者と外来患

者です。あと、単価の増減です。 

伊達総務経営課長 入院の患者数は令和６年度

と比較して、３，７１８人です。割合でいくと、

２．３％の増を見込んでいます。病床稼働率で

いくと、令和７年度予算は８６．７２％を見込

んでいるので、令和６年度と比べて４．０６％
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ですね。入院の単価は、令和６年度と比較して

マイナス１，３６７円低い単価で計上していま

す。入院単価は８万２，５４５円で、令和６年

が８万３，９１２円ですね。 

 外来の患者数については、令和６年度と比較

して１，１０２人の増加を見込んでいます。割

合でいくと、０．５％です。単価は、令和６年

度と比較してマイナス９４９円、マイナス２．

９８％で３万９１３円としています。 

戸高委員 これ、前年と比較して単価は全部二

つともマイナスなんですかね。 

伊達総務経営課長 令和６年度予算は、令和６

年の診療報酬改定を見込み、過去の診療報酬改

定とかを見ながら見込みで計上していたんです

けれども、思った以上に診療報酬が伸びなくて、

令和７年度予算については、令和６年の実績で

置いて、結果としてマイナスになっているだけ

です。 

中野委員 委員会資料９ページの病院事業費用

のうちの給与費、手当・賞与引当金約３８億円

とありますが、この中には時間外勤務手当が含

まれると思うんですね。予算に関する説明書に

資料がありましたが、令和７年度の時間外勤務

手当の予算額が７億９，７２３万円と。これは、

令和６年度と比較したときに、２億３千万円近

く増えていました。３月４日に先議案件として

議決をした補正予算の第１号では、現年分の時

間外勤務手当として７，７５２万円を是正勧告

に基づいて追加支給することになりましたが、

この予算ベースの２億３千万円の増に是正勧告

の影響が出ているのかどうかを伺います。 

伊達総務経営課長 増額は、是正勧告の影響を

反映した内容としています。時間は、働き方改

革とかをしているので、少し減るだろうと、減

らしていかないといけないことも加味して、こ

の時間外勤務手当の金額を計上しています。 

三浦委員長 ほかはよろしいでしょうか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方は、御質疑等はよ

ろしいでしょうか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 ほかに質疑等もないので、これよ

り採決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

次に、第２８号議案大分県病院事業に係る 

料金条例の一部改正について、執行部の説明を

求めます 

渋谷医事・相談課長 第２８号議案大分県病院

事業に係る料金条例の一部改正について御説明

します。 

議案書は２７７ページからになりますが、引

き続き福祉保健生活環境委員会資料で御説明し

ます。タブレットの資料の１１ページをお開き

ください。 

 １改正理由ですが、物価及び人件費の変動に

対応するとともに、収入の確保により病院事業

の適切な運営を図るため、大分県立病院の利用

に係る料金の額を引き上げるものです。 

 ２改正内容ですが、分娩料や生命保険等に係

る医師への面談料、生命保険診断書などの文書

料については、物価高騰や賃金上昇の影響によ

り原価を賄えていない状況にあること及び県内

病院や九州各県の県立病院と比較して著しく安

価であることから、適正な水準まで料金を引き

上げるものです。 

３引上額ですが、分娩料については診療時間

内、診療時間以外、深夜ともに２万５千円、生

命保険等に係る医師面談料については、５，５

００円、文書料については、一律に１，１００

円の引上げを行うこととしています。 

施行日については、分娩料は患者への周知の

ため令和７年１０月１日とし、その他について

は令和７年４月１日としていますが、文書料に

ついては、経過措置として施行日の４月１日よ

りも前に発行の申し込みをされた方が、４月１

日以降に受け取りに来られた場合については、

改正前の料金を適用することとしています。 

なお、削除の区分が二つありますが、表の下

から５番目の海外移住関係診断書については、

海外渡航に係る健康診断を実施していないこと、
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また表の一番下の証明料については、表の下か

ら４番目の一般証明書の区分に統合するため削

除としています。 

４増収見込額ですが、年間１，８２５万８千

円を見込んでいます。 

 最後に、５利用者への周知についてですが、

ホームページや病院内のデジタルサイネージ、

ポスターの掲示等を行うとともに、丁寧な窓口

対応に努めます。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方は、御質疑等はよ

ろしいでしょうか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 別に質疑等もないので、これより

採決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議があるので、挙手により採

決します。（「ちょっと一言」と言う者あり） 
堤委員 大変な状況はよく分かるんですね。昨

日の予算特別委員会でも指摘したように、本来

でいうと子どもの数を増やそうという中で、分

娩料の引上げはきついなと。今非常に厳しい状

況ですからね。そういう点では、県の補助金を

上げるとか、これだけではないけど全体的に診

療報酬を上げる形に持っていくべきだという立

場から反対の意思表示をしました。最終日にき

ちんと発言をしますので。そういうことで反対

します。 
三浦委員長 本案は原案のとおり可決すべきも

のと決することに賛成の方は挙手をお願いしま

す。 
  〔挙手多数〕 
三浦委員長 挙手多数です。よって、本案は原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 
次に、第２９号議案権利の放棄について、執

行部の説明を求めます。 
渋谷医事・相談課長 第２９号議案権利の放棄

について御説明します。 

議案書は２７９ページからになりますが、引

き続き福祉保健生活環境委員会資料で御説明し

ます。 

 タブレットの資料１２ページをお開きくださ

い。この議案は、大分県立病院の医業未収金に

係る債権のうち、回収が不能なものについて、

権利放棄の議決をお願いするものです。 

 １債権放棄の院内基準ですが、（１）５年以

上経過した未収金で住民票調査により債務者が

行方不明のとき、（２）患者本人が死亡してお

り、債務を継承する相続人が不存在であるとき、

（３）自己破産により債務免除のあったもの、

これらいずれかに該当する場合、債権放棄の対

象としています。 

この基準に基づき、今回は２の表の（１）行

方不明者及び（３）自己破産者をあわせて、計

１０名６４万６，４６３円の権利放棄をお願い

するものです。 

 ３未収金回収の主な取組ですが、一つ目は未

収金担当者の専任化や専用電話の設置により、

夜間の電話督促や文書による催告の強化を図っ

ています。二つ目は、平日の訪問徴収に加えて、

休日にも訪問徴収を行うなど回収対策を強化し

ています。また三つ目として、発生後１年を経

過し、徴収が困難な未収金の回収業務を弁護士

法人に委託しています。 

このような取組を今後も引き続き行い、未収

金の削減に努めます。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方は、御質疑等はよ

ろしいでしょうか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 別に質疑等もないので、これより

採決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の
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とおり可決すべきものと決定しました。 

以上で付託案件の審査を終わります。 

次に、執行部から報告したい旨の申出があっ

たので、これを許します。①について報告をお

願いします。 

伊達総務経営課長 それでは、第五期大分県病

院事業中期事業計画の中間見直しについて御報

告します。タブレットの資料の１３ページをお

開きください。 

 昨年１２月の本委員会において見直しの方向

性を御報告しましたが、その後の稼働状況も踏

まえ、令和８年度までの稼働目標や収支計画の

見直しを行いました。本日はこちらを中心に御

報告します。 

 まず資料上段、見直しの方針を御覧ください。

１２月の本委員会でも御報告しましたが、２ポ

ツ目のとおり全国的な患者の受診控えやコロナ

関係補助金の廃止、さらには賃金上昇や物価高

騰などの影響から令和５年度は赤字決算、令和

６年度は赤字幅がさらに拡大する見込みとなっ

ています。さらに３ポツ目ですが、先端技術の

進展、新興感染症への対応、医師等の働き方改

革の実現、労働環境の改善など、計画策定以降、

当院を取り巻く状況も変化してきています。そ

こで、こうした変化に的確に対応しながら、収

支均衡に向けた経営基盤の強化と医療の質の向

上を図ることのできる計画とするため、中間見

直しを行うものです。 

 資料中段以降に、見直し内容を整理していま

す。下線部分がこの度記載を更新、充実させる

主な内容となります。１県民医療の基幹病院と

しての役割から、４良質な医療提供体制の確保

と患者ニーズへの対応については、１２月に御

報告した内容となるので、説明を割愛しますが、

それぞれ状況の変化を踏まえた見直しとなって

います。 

資料真ん中の下段にある５経営基盤の強化に

ついて御説明します。令和５年度は赤字決算、

令和６年度は赤字幅が拡大する見込みとなって

いることから、計画最終年度の令和８年度まで

の収支均衡を目指すために、収益の確保と費用

の削減に係る取組内容を示した大分県病院事業

経営改善アクションプランを策定し、計画に反

映させたいと思います。 

まず、収益の確保では、これまでの地域の医

療機関への訪問強化などによる紹介患者・新規

入院患者等の獲得や指導料算定などの徹底によ

る患者１人あたり単価の向上に一層取り組むと

ともに、料金条例の見直しによる受益者負担の

適正化やより効率的な資金運用を検討するなど

資産マネジメントの強化にも取り組むこととし

ています。 

また、費用の削減では、民間事業者のノウハ

ウを活用した診療材料や薬品等の調達方法の見

直しといったこれまでの取組の強化に加えて、

医療機器の保守契約見直しなどによる材料費及

び経費の抑制、さらに業務体制の見直しによる

職員配置の適正化と、長時間勤務の縮減など人

件費の抑制に取り組むこととしています。 

加えて、昨今の物価高騰や賃上げの実態が適

切に価格転嫁され、医療コストに見合った診療

報酬となるように、関係団体を通じた国への提

言・要望を行っていくこととしています。 

資料右側を御覧ください。こうした取組を踏

まえて、稼働目標・収支計画の見直しを行いま

す。まず上段の稼働目標ですが、令和７年度と

令和８年度については、入院と外来の診療単価

以外は見直しを行いません。引き続き、コロナ

禍前の患者数に戻していくことを前提に取り組

みます。令和８年度の単価が上がっているのは、

次期診療報酬改定による伸びを織り込んでいる

ためです。 

次に下段の収支計画を御覧ください。令和５

年度は実績、令和６年度は決算見込み、令和７

年度は当初予算の数値としています。最終年度

の令和８年度は、アクションプランの実行や稼

働目標の達成に取り組むことで、右下の単年度

損益のとおり３，８００万円の黒字、収支均衡

を目指します。 

 以上が今回の中間見直しの内容となります。

今後も中期事業計画のもと、継続的かつ安定的

に良質な医療を提供し、県民医療の基幹病院と

しての使命を果たすため、職員一丸となって取

り組みます。 
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三浦委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 稼働目標の中で、１日当たり入院患者

とか外来の患者数も増えますよね。増えたとき

に、結局、今の体制、つまり医師の数だとかス

タッフの数との関係はどうなるんかな。増えた

けども、こっちの方は増えんかったら、１人当

たりの状況は厳しく、労働密度が高くなると思

うんだけど。 

井上病院局長 基本的には、コロナ禍前に戻し

ていくことを前提に考えているので、稼働の数

字が上がったからといって、極端に過重な労働

に変わっていくとは思っていません。ただ、診

療の中身が少しずつ変わっているので、３年前、

４年前と全く同じではないため、若干凸凹は出

ると思います。それはそれでまた見ながら、配

置を考えていかないといけないのかなと考えて

います。 

堤委員 せっかく上限規制ができたぐらいです

から、そういう点では非常に重要な中身だと思

いますが、そこでまた経営者としても、是非そ

こら辺はちゃんと管理していただきたいと思う

ので、よろしくお願いします。 

中野委員 さきほど、費用の削減だったと思い

ますが、医療機器の保守の見直しの話がありま

したが、どういった手法とか、どういった取組

であるか、今の時点で分かることがあればお願

いします。 

土師会計管理課長 機器の保守管理の削減につ

いてお答えします。 

 当然に、医療に影響を来さない範囲が大原則

ではありますが、過去の故障実績から、保守の

対象範囲であるとか内容が過剰ではないかと判

断できるものについて、見直す手法を考えてい

ます。 

戸高委員 今、医療機器の保守の話だったんで

すが、今後の医療機器、今年度予算の中にもシ

ステムのかなり大きな金額、前回よりも何十億

円か増えて予算計上もされているし、病院とし

ては、最先端の技術、最新の医療機器をそろえ

るというのはやっぱり大事なことだと思います。

それを安定的な経営の中期計画の中で、今回、

手術ロボットの導入とかも含めた記載も充実し

て中に入れ込むということなので、今後の見込

みというか、中期的な見方をした場合に必要な

機器をどう考えているのか、どういう必要性の

ものが今から出てくるのか、ちょっと教えてく

ださい。 

井上病院局長 主に、非常に高額なものは中央

部門の機器です。例えば、放射線科で画像を扱

うＭＲＩとか、それから放射線治療といったも

のです。例えば、ロボットでも最低で大体４億

円近くかかる。保守にまたかかりますし。 

 そういったものは、年度ごとに一番優先事項

で高いものをまず決めて、そしてその枠を、で

きるだけほかのものに圧迫が来ない形で処理を

します。これを替えていかないといけないとい

うのは５年ぐらい先までびっしり詰まっていま

す。 

 恐らく、大分大学でもそうなんですけれども、

大体それはもう本当にフリーハンドで、毎年自

由にどんどん新しいものを積極的に替えていけ

ればというのであれば、大体予算の２倍近くは

見ないとそれはできない。だから、やっぱり辛

抱しながら、優先順位をつけながら５年ぐらい

先のものを順番に、一つずつ毎年高額なものを

入れていくのが基本的な考え方です。 

戸高委員 ありがとうございました。 

 財政も大事ですし、人も大事ですけれども、

医療技術が最もやっぱり大事なところなので、

それを守るために、しっかりそのほかの部分に

ついてもやっていただきたいと思います。 

 それと、もう１個ちょっと聞き忘れていたん

ですけど、この間、予算特別委員会のときに長

崎県の市民病院と長崎大学の例を出して局長が

言った病院の一人一人の効率的な動き。工場で

あれば、あらかじめ毎回作業効率を考えてやる

んですけど、やっぱり患者を扱う、どんな状況

があるか分からない。その中で、しっかりそれ

を、それでも仕組みをつくっていくというのは

ものすごく大事かなと今から思うんですね。 

 そういう協議というか、日々やられている中

でこういう余裕があるのか、時間があるのか、
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また、こうしたらいいとか、ここがいいという

か、そういう検討材料を毎日いろんな協議もや

られていると思うんですが、作業効率について

教えてください。 

井上病院局長 御指摘の収益と支出の動き、非

常に効率のいい形になっているかどうかという

のは、主に１か月ごとに数字を出しながら、病

院の中あるいは病院局で協議を行っています。 

 大きく仕組みを変えていくには、１か月単位

で変えるのはまず難しいと思いますから、やっ

ぱり数年の単位で判断すべきではないのではな

いかと私は思っています。 

 長崎県の市民病院と長崎大学の例を出したの

は、これは、やっぱり収益を上げていく考え方

の中に、今の医療制度、医療報酬で考えると、

非常に回転数を上げて、たくさんの患者をある

一定期間に取り扱う又は単価の高いものにシフ

トする。 

 例えば入院料にしても、特殊な入院、病棟は

非常に高いわけです。例えば、ＩＣＵと呼ばれ

る集中治療室では非常に高い入院料をいただき

ます。ところが、一般病棟はそれよりずっと安

いわけです。一般病棟を仮にＩＣＵのところま

で引き上げられれば、人員配置が変わりますけ

ど、一般病床を減らして、そこにいる人員をそ

こにシフトできれば入院料が上がると。それだ

けの入院料をまた上げて、必要とする患者がい

る前提でそれは行うべきですけれども、そうい

う二つのやり方しかもう残っていないと私は思

います。 

 全体的に少しずつ単価が、診療報酬が上がれ

ば、そこまでのことはしなくてもいいのではな

いかとは思うんですが、長崎大学はもう踏み切

ったと。一般病床を１０％以上減らして、ＩＣ

Ｕと一般病棟の間に存在する高度治療室と呼ば

れるものに転化していく方針なので、簡単には

いかないとは思いますけれど、そちらにいくと

考えたようです。 

 県立病院も、その選択肢を常に頭に置いてい

ます。そういう病床を減らすことを考えており、

予算特別委員会でも申しましたけれども、患者

が令和５年度、令和６年度では回復の基調が見

られると。それがある以上は、今の体制を維持

したいと考えるので、来年４月の改定が一番心

配です。今の状況を少しでも緩和してくれる改

定をしていただければと祈って予算を立てたの

が本音です。そこは言っていいのかどうか分か

りませんけど、もう言わざるを得ないと思って

申し上げました。 

佐藤病院長 全体の動きとしては、局長が申し

たとおりで、私もそのとおりだと思います。 

 現場として細かいことを補足すると、今、戸

高委員がおっしゃった、現在やっている取組と

いう意味では、やはりコロナ禍前、それから新

型コロナが直撃してからの病院の意識の大きな

変化は、いろんな委員会で申し上げてきました

が、チームという考え方を病院として取り組む

と。具体的には、１人の主治医が夜も昼も来る

のではなくて、質を落とさずにチームとして医

療するということは、前の委員会でも申し上げ

ました。ほかにも、疼痛の緩和とかメンタルの

サポートとか、あるいは呼吸換気とか、一つ一

つの分野に対して多職種のチームをつくって、

全部の処置あるいは指示が特定のドクターとか

特定の看護師とかに偏らないように、チームと

して病院全体をラウンドしながら、特にケアを

必要とする方をピックアップして、過剰になら

ない医療、しかし不足にならない適切な医療を

選択して、その患者に指示をする体制を今７分

野ぐらいつくって取り組んでいます。 

 結局、それを通じて、個人の過重な時間外労

働とかにもなりませんし、かつ、いろんな患者

を１チーム当たりで診て回るので、経験上もバ

ランスの上でも適切なレベルの医療体制、それ

から管理体制を支持できることになる。チーム

医療であれば、そういうラウンドというのは昼

間にできるので、どたばたと夜、特定のスタッ

フが出てきてという部分も省けるので、集団体

制というか、今までは、各病棟とか、各患者と

か、このドクターとかやっていた意識がだいぶ

変わってきて、横糸が通る医療体制になってい

っていると、病院長の立場としてはそう感じて

います。それがひいては、支出の削減や人件費

の削減とかいう部分にも少しは寄与できるのか
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なと今動いているところです。 

三浦委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方はどうですか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 ほかに質疑等もないので、以上で

諸般の報告を終わります。 

予定している案件は以上ですが、この際何か

御発言はありますか。 

伊達総務経営課長 冒頭の給与条例の改正のと

きに、堤委員から質疑のあった影響額について、

確認できたので回答します。 

 資料の２ページにお戻りいただきたいと思う

んですが、今回の改正の中で一番影響が大きい

ものは上から２番目の扶養手当です。配偶者に

係る扶養手当を段階的に引き下げていき、子に

係る扶養手当額を段階的に引き上げていく内容

になっています。 

 こちらの影響額が、令和７年度でいくと６０

０万円です。これは２年間にわたって引下げ、

引上げをしていくので、令和８年度でいくと、

その倍の１，２００万円という影響額が想定さ

れています。 

三浦委員長 ほかに何かありますか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 ほかにないので、これをもって病

院局関係の審査を終わりますが、ここで私から

御礼を申し上げます。 

〔三浦委員長挨拶〕 

〔井上病院局長挨拶〕 

三浦委員長 井上病院局長ありがとうございま

した。 

それでは、これをもって病院局関係の審査を

終わります。執行部はお疲れ様でした。 

 
〔病院局退室、生活環境部入室〕 

 
三浦委員長 これより生活環境部関係の審査に

入ります。 
本日は、都合により後藤委員が欠席していま

す。 

そして、委員外議員として、澤田議員に出席

いただいています。 

それでは、最初に付託案件の審査を行います。 
第１号議案令和７年度大分県一般会計予算のう

ち、生活環境部関係部分について執行部の説明

を求めます。 
島田生活環境部長 初めに一言御挨拶申し上げ

ます。 

生活環境・防災行政の推進について日頃から

御助言いただき、厚く御礼申し上げます。 

本日、令和７年度の予算関係、またこれまで

骨子案等で御審査いただいていた計画３本等に

ついて、担当課室長から御説明します。 

本日もどうぞよろしくお願いします。 

小野生活環境企画課長 資料２ページを御覧く

ださい。第１号議案令和７年度大分県一般会計

予算のうち、生活環境部関係について御説明し

ます。 

本日の委員会では、先日の予算特別委員会の

際に御説明した事業以外の主な事業について、

順次各課室長から御説明します。 

なお、資料は令和７年度生活環境部予算概要

から該当ページを抜粋しており、該当事業を赤

枠で囲っているので参考としてください。 

 資料３ページを御覧ください。事業名欄の上

から２番目、優しいマナーと思いやりの運転県

おおいた推進事業費、予算額は５２７万４千円

です。 

この事業は、交通事故の発生を抑止するため、

子どもから高齢者まで幅広い世代に応じた交通

安全対策を実施するものです。来年度は、自転

車利用時の乗車用ヘルメット着用促進に加え、

新たに高齢運転者が、加齢に伴う身体機能の変

化を自覚し、体調や天候、道路状況などを考え、

運転する時・場所を自ら制限するマイルール運

転の広報啓発等を実施します。 

井下審議監兼環境政策課長 次の４ページをお

願いします。事業名欄の一番上、地域再生可能

エネルギー導入推進事業費、予算額は４億８６

８万６千円です。 

この事業は、２０５０年カーボンニュートラ

ルを実現するため、県内における再生可能エネ

ルギーの導入促進を図るものです。一般家庭や
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民間事業者による太陽光発電設備や高効率給湯

設備の導入に対し助成を行うほか、県有施設の

ＺＥＢ化改修を行います。 

浜田自然保護推進室長 次の５ページをお願い

します。事業名欄の上から２番目、生物多様性

保全推進事業費、予算額は２，９７４万５千円

です。 

この事業は、豊かな自然環境を次世代に引き

継ぐため、特定外来生物対策や自然環境の保全

対策等を行うものです。来年度は、引き続きお

おいたの重要な自然共生地域の公表に向けた支

援やクリハラリスの防除を行うほか、新たに市

町村に対するアライグマの捕獲支援を行います。 

木内県民生活・男女共同参画課長 次の６ペー

ジをお願いします。事業名欄の一番下、ふるさ

と創生ＮＰＯ活動応援事業費、予算額は３，１

２７万２千円です。 

この事業は、ＮＰＯの人材育成や活動の支援、

活性化を図るため、おおいたボランティア・Ｎ

ＰＯセンターの運営を委託し、相談対応やアド

バイザーの派遣等を行うとともに、ＮＰＯ活動

の支援者拡大に向けた広報活動やＮＰＯによる

多様な主体と連携した地域課題解決の取組への

支援を行うものです。 

来年度は新たに、ＮＰＯの災害中間支援組織

の育成や災害時を想定したＮＰＯ活動の支援を

行います。 

若松食品・生活衛生課長 次の７ページをお願

いします。事業名欄の一番上、食の安全・安心

推進事業費、予算額は１，７６８万７千円です。 

この事業は、食の安全・安心を確保するため、

事業者・消費者への食品事故防止の啓発等を行

うものです。事業者に対しＨＡＣＣＰによる衛

生管理の導入や定着の支援、アレルギー事故の

予防啓発を行うほか、食品の適正表示の徹底を

図るとともに、消費者を対象とした講習会の開

催と、事業者と消費者の相互理解を深めるため

の施設見学を行います。 

嶋﨑環境保全課長 次の８ページをお願いしま

す。事業名欄の一番上、水質保全対策事業費、

予算額は３，９９６万５千円です。 

この事業は、県内の公共用水域の水質汚濁を

防止するため、河川等の常時監視及び工場・事

業場からの排出水の監視・指導等を行うもので

す。なお、近年注目されている有機フッ素化合

物ＰＦＡＳについては、要監視項目に指定され

ているＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの２物質を河川等

において監視する予定であり、県内の検出状況

を確認します。 

北村循環社会推進課長 次の９ページをお願い

します。事業名欄の一番下、浄化槽適正維持管

理推進事業費、予算額は１，２０７万１千円で

す。 

この事業は、県民の生活環境の保全を図るた

め、浄化槽の法定検査受検率向上に向けた普及

啓発等を行い、適正な維持管理を推進するもの

です。 

再整備を行った浄化槽管理台帳を基に、法定

検査未受検者への文書指導のほか、保守点検、

清掃、法定検査を適切に行うことによるメリッ

ト等を記載したチラシの配布、テレビＣＭを活

用した広報啓発等を行うことにより、適正な維

持管理に取り組みます。 

藤井審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課長  
次の１０ページをお願いします。事業名欄の

上から３番目、人権啓発推進事業費、予算額は

１，８０１万５千円です。 

この事業は、人権の尊重を日常生活の中で考

え実践する文化を構築するため、様々な手法や

媒体を活用して人権教育・啓発を推進するもの

です。８月の差別を無くす運動月間における人

権講座や１２月の人権週間に向けた人権啓発フ

ェスティバル等による啓発を実施するほか、来

年度は新たに無自覚に相手を傷つけてしまう行

為、いわゆるマイクロアグレッションを防止す

るための啓発用動画を制作し、研修等で活用す

るなど、県民の人権意識の醸成に取り組みます。 

新田防災対策企画課長 次の１１ページをお願

いします。事業名欄の上から２番目、地域防災

力強化支援事業費、予算額は４，９０２万４千

円です。 

この事業は、地域防災力の強化を図るため、

地域における防災活動の要となる防災士のスキ

ルアップ等を行うとともに、地域の防災士や福
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祉団体等と連携した避難訓練等を実施するもの

です。 

来年度は、新たに防災分野で活躍している女

性のロールモデルの紹介や女性防災士の研修会

等を行うことにより、女性の視点を踏まえた防

災対策を促進します。 

渡部危機管理室長 次の１２ページをお願いし

ます。事業名欄の一番上、防災情報通信システ

ム更新事業費、予算額は１２億２，２０３万６

千円です。 

この事業は、大規模災害時にＮＴＴや携帯電

話等が途絶した場合の情報収集・伝達手段であ

る防災情報通信システムの更新を行うものです。 

令和６年度から、無線システムや情報伝達シ

ステム等を順次更新しており、来年度は既設の

１２か所の高所カメラの更新にあわせ、沿岸部

や離島、石油コンビナート周辺などにカメラを

増設します。 

姫野消防保安室長 次の１３ページをお願いし

ます。事業名欄の上から２番目、消防力強化推

進事業費、予算額は７７８万６千円です。 

この事業は消防力を強化するため、非常備消

防である消防団員等の確保対策や消防思想の普

及宣伝等を行うとともに、常備消防の機能強化

を支援するものです。 

来年度は、新たに消防団による地域の学校と

連携した体験型の防災教育を実施することで、

生徒の防災意識高揚と次代の地域防災の担い手

確保を図ります。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
堤委員 今の消防力強化の関係で、消防団員の

確保が非常に厳しいと思うんですね。だから、

そこら辺、苦労されていると思うんだけども、

今、大分県下、どういう状況なのか。充足して

いるところはあまりないと思うんだけど、その

関係性を少し教えてください。 

 それともう一つ、人権。大分市、今度課の名

前を変えたよね。それについてどう考えるかを

教えて。その２点。 

姫野消防保安室長 県内の消防団の確保は大変

厳しい状況にあります。これは、団員数の減少、

また、団員の高齢化、若い世代のなり手不足と

いった、地域の担い手の確保そのものです。 

 消防団については、それぞれの市町村、地域

で実情が様々です。そうした中、地域の消防力

を維持するためには、非常備である消防団だけ

でなく常備と一体となって、どのように地域の

安全安心を確保していくかという視点で取り組

んでいきましょうと、県内の消防本部の皆様と

常に情報共有を図っているところです。 

 本当に難しい課題なんですけれども、県とし

ては、できることを考えたときに、県で一体と

なって志を持って取り組むこととして、例えば

普及啓発であっても、全ての市町村にとって役

に立つ普及啓発。そして今回の新たな高校との

連携ですけれども、全ての市町村で消防団との

連携が進んで、これから１８歳になって地域の

担い手として巣立っていく人たちに消防団のこ

とを知っていただきたい、そういったことで市

町村と連携して取り組んでいきたいと思ってい

ます。 

藤井審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課長  

大分市議会で足立市長が人権・同和対策課を

人権尊重推進課に来年度から改めるとおっしゃ

っていたかと思います。一方、県の当課の名称

ですが、部落差別の名称を冠した初めての法律

である部落差別解消推進法の施行などを踏まえ

て、令和２年度に、当時、人権・同和対策課か

ら今の名称に変更したものです。 

 現在、課の名称の変更は予定にありませんが、

課の名称が、どのような業務をしているかを県

民に理解してもらう視点も大事であると考えて

いるので、業務内容とか行政事業に応じた不断

の見直しが必要だと考えているところです。 

堤委員 女性の消防団、結構そこに最近光が当

たって、あとは子どもたちの消防団意識の向上

みたいな。女性の消防団の人たちというのは、

現状どうなの。 

 それと、人権・同和の関係で、名前が長い。

覚えこなせない、そういうのがあったら。ただ、

単純にそういうことじゃなくて、部落差別解消

推進法ができたからという名称で、いろんな審
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議会の中でも、部落差別、部落という言葉は必

要ないとか、いろんなことが出てきたわけね。

そういうところを本当に真摯にやっぱり検討し

ていかないと、法律ができたからといって、そ

れをそのまま冠しておったら、全ての課がそう

なっちゃう。だから、それはまずい。これは要

求、要望というか、是非解消していただきたい

と要望しておきます。回答は要らない。 

姫野消防保安室長 女性の消防団員についてお

答えします。 

 女性の団員数は、全国的に見ても、また大分

県についても増加傾向にあり、県内では大体今

３００人ぐらいの方が消防団員として活動して

います。活動の幅も広がっており、これまで女

性の団員は、本部付という形で、式典があると

きにアナウンスをしたり、あとは救急の講習に

参加したり、そういった役割で活動される方が

多かったんですが、今は、それぞれの分団、方

面隊に入って全く同じ活動をしている方も増え

ています。そういった方が１人入ると、またさ

らに増える形になっています。 

 いろんな活動が、それぞれのやりたいことが

できる環境づくり、非常に大事だと思っていま

すので、引き続き取り組みます。 

藤井審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課長  

名前が長いというのは、私も全く同意で、２

年間なかなか覚えられなかったです。どんな名

称がふさわしいかは、いろいろと課題を踏まえ

て、継続的に考えていくものだと思っています。 

御手洗委員 ＮＰＯ活動応援事業費に関してな

んですが、ＮＰＯ団体、様々あると思うんです

が、私の身近なところで、やっぱり後継者がう

まくできなくて、もう解散という話になってい

るということも聞きました。ＮＰＯもいろいろ

団体があると思いますが、県内、そういった現

状がないのかということ。 

 あわせて、ちょっと課が替わって申し訳ない

けど、防災士も、一時期すごく増えたときがあ

ったと思うんですが、だんだんその時の方々が

高齢化してしまって、防災士としての数は確保

できているが、実際に活動がちょっと厳しい状

況にあるんじゃないかという声もいただいてい

るんですが、その２点について現状をお知らせ

いただければと思います。 

木内県民生活・男女共同参画課長 ＮＰＯの現

状ですが、御手洗委員御指摘のように、やはり

ＮＰＯが解散する理由の中に、後継者がいない

ということは大きくあります。それは、どうし

ても設立当時に非常に熱意を持ってＮＰＯをつ

くられた方々が高齢化して、後継者がいない状

況があるということですが、私どもとしては、

一つは、後継者育成に向けたセミナーを開催し

たり、あるいは、それぞれＮＰＯにアドバイザ

ーを派遣して経営の支援をしたり、ＮＰＯを紹

介する動画をＹｏｕＴｕｂｅでここ３年ほど作

成して流したり、若い人たちがＮＰＯに関心を

持ってもらう啓発にも努めているところです。 

新田防災対策企画課長 防災士の年齢も年々高

くなって活動が、という御質疑をいただきまし

た。 

 現在、自主防災組織における防災士の確保割

合は８１％となっています。自主防災組織自体、

なかなか存続が難しいという声も聞いています。

私どもとしては、その活動を支援するため、例

えば自主防災組織の名で集まらなくても訓練が

できるような取組を、来年度から学習会として、

こちらから出向いていき、少人数でもできる取

組を今後進めることで、命を守る行動につなげ

られるよう促していきたいと考えています。 

御手洗委員 ありがとうございました。 

 消防士の話、消防団の話も一緒ですが、少子

高齢化はもう間違いないので、何もかも少ない

人数のところに負わせるのは難しい問題だと思

います。これはここに限ったことではないと思

いますが、いろんな形でここも議論していただ

ければと思います。 

三浦委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方はどうですか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 別に質疑等もないので、これで質

疑を終了します。なお本案の採決は、福祉保健

部の審査の際に一括して行います。 
以上で、付託案件の審査を終わります。 
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次に、執行部から報告したい旨の申出があっ

たので、これを許します。①から④について一

括して報告をお願いします。 
新田防災対策企画課長 資料１４ページを御覧

ください。第２期大分県地震・津波防災アクシ

ョンプランの策定について御説明します。 

昨年第４回定例会の本委員会で素案を御報告

したところですが、１２月からのパブリックコ

メントの結果等も含め改めて御報告します。 

まず１概要ですが、本プランは現行プランの

計画期間が満了することから、次期プランを策

定するものです。能登半島地震の教訓を踏まえ

た防災対策の強化など、新たな要素を追加して

います。次期プランの計画期間は、令和７年度

から令和１１年度までの５年間です。 

 次に、２策定のポイントについてです。（２）

減災目標ですが、南海トラフ巨大地震による最

大死者数約２万人を約６００人に抑制すること

を目指し、最終的には人的被害をゼロにするこ

とを目標とします。 

（３）施策体系については、現行プランを踏

襲し、事前防災、災害発生時対応とその備え、

復旧・復興の三つの柱と合計２７施策、１００

項目、５８の目標指標で構成しています。 

 次に、３能登半島地震を踏まえた防災対策の

強化についてです。孤立集落対策の強化では、

飲料水、食料などの分散備蓄や通信手段の確保

等の推進など、孤立可能性集落内の備えや道路

啓開等の対策に取り組みます。 

被災者支援の強化では、市町村による避難所

における携帯トイレ等の備蓄の推進など、避難

所の環境改善や運営体制の強化等に取り組みま

す。 

応援・受援体制の強化では、受援計画に基づ

く図上訓練等の実施による市町村の受援体制の

確保など、関係団体との訓練や連携体制の確認

等に取り組みます。 

 次に、４パブリックコメントですが、昨年１

２月から今年の１月にかけて意見募集を行った

結果、５名から１３件の意見がありました。 

主な意見として、孤立に備えた食料等の備蓄

の推進と住民への啓発や津波等を想定した避難

訓練の活発化、安心して避難できる避難所の環

境整備を望む意見がありました。 

県としては、アクションプランに基づき、市

町村を通じた分散備蓄の推進や学習会による住

民への備蓄の啓発、市町村と連携した地域での

避難訓練の活発化のほか、携帯トイレの備蓄拡

充など良好な生活環境の実現に取り組みます。 

 最後に、５公表についてですが、本委員会で

報告後に公表することとします。 

藤井審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課長 
資料１５ページを御覧ください。大分県人権

尊重施策基本方針（第４次）の策定について御

説明します。 

昨年第３回定例会の本委員会で素案について

御報告しましたが、資料右上にあるように昨年

１０月にパブリックコメントを実施し６名から

１７件の意見がありました。また、１月末に国

が人権教育・啓発に関する基本計画改正の中間

試案を公表したことも踏まえ、一部修正したの

で、主な修正箇所を御報告します。 

 まず、５概要の③様々な分野における人権行

政の推進の赤枠で囲んでいる１番を御覧くださ

い。 

インターネット上の人権侵害やＡＩをめぐる

人権侵害リスクを課題横断的な人権問題としま

した。前回の素案報告時には、これまでの国の

計画と同様に分野別の課題の一つとしていまし

たが、インターネットによる人権侵害は様々な

人権問題のいずれにも密接かつ横断的に関連す

る問題であることから、今回の国の中間試案に

あわせて修正するものです。 

次に、中ほどの６番、障がい者の人権問題の

右側の基本方針（６）に、新たに生活環境の整

備、防災等の推進を追加しました。これは、パ

ブリックコメントによる意見を反映したもので、

障がい者に対する配慮がなされた防犯対策、消

費者被害からの保護対策とともに、個別避難計

画の作成等の防災対策などを推進するものです。 

以上の修正等を加え、３月中に公表する予定

です。 

木内県民生活・男女共同参画課長 資料１６ペ

ージを御覧ください。第５次大分県ＤＶ対策基
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本計画の策定について御説明します。 

 昨年第３回定例会の本委員会で計画の骨子案

について御報告した後、１２月からのパブリッ

クコメントで募集した県民意見、大分県男女共

同参画審議会による審議・答申を受けて取りま

とめたものを御報告します。 

 まず、この計画の位置付けですが、配偶者か

らの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法

律に基づく都道府県基本計画として策定するも

ので、計画期間は令和７年度から令和１３年度

までとしています。 

 計画の体系ですが、基本理念を配偶者等から

の暴力のない社会を目指してとし、暴力根絶の

ための啓発と教育の充実等、五つの基本目標を

掲げ、その下に重点施策及び具体的な取組を設

けています。 

 このうち主な施策について御説明します。 

一番左の基本目標Ⅰ暴力根絶のための啓発と

教育の充実の重点施策２若年者に対する人権教

育・ＤＶ防止啓発の充実・強化では、小・中・

高・大学生等の低年齢層から心身の発達状況に

応じた防止啓発に取り組むこととしています。

また、一番右の基本目標Ⅴ推進体制の整備の重

点施策１５関係機関の顔が見えるネットワーク

体制の強化では、関係する行政機関や民間支援

団体など、連携体制の一層の充実を図ることと

しています。 

 左下の成果指標は、本計画が目指す姿である

ＤＶを容認しない社会意識の醸成と被害者が相

談しやすい体制の充実に向けた計画の進行管理

のために新たに設定したもので、どういったこ

とがＤＶにあたるのかについての正しい理解や

被害を受けた人のうち相談した人の割合など三

つの指標について目標値を定めています。 

相談件数など、毎年度の具体的な取組の実績

値については、これまでどおり大分県男女共同

参画審議会に報告するとともに、県ホームペー

ジにて公表を行います。 

渡部危機管理室長 資料１７ページを御覧くだ

さい。沖縄県先島諸島からの避難者受入れの初

期的計画（案）について御説明します。 

 まず、この計画は国と沖縄県が共同で実施し

ている先島諸島からの避難訓練の一つのシナリ

オとして、九州・山口を避難先とする受入計画

を令和８年度までに作成してほしいと国から依

頼を受けて着手したものです。その計画の中で

本県には、石垣市の住民約５万人のうち１万１

千人を受け入れるよう国から指示されています。 

 このうち今年度作成する初期的計画について

は、その一部、約千人を対象に避難当初から１

か月の間、救援するものとして検討したところ

です。 

御覧いただいている資料は、避難から救援ま

での全体的なスキームを示しています。 

具体的には、避難住民の方々は、新石垣空港

から福岡空港までは、沖縄県が準備する航空機

で移動します。その後、県内の宿泊施設までバ

スで移動してもらうこととしています。 

資料に赤枠を囲っていますが、これは今回令

和６年度初期的計画として策定する部分です。

青色の部分は今後被害が長期化した場合等に備

えて来年度以降検討していく項目になります。 

資料１８ページを御覧ください。 

初期的計画の策定にあたっては、六つの項目

について検討するよう国から依頼があり、さき

ほど説明した約千人を大分市で受け入れること

を想定してきました。 

 一つ目の輸送手段の確保については、福岡空

港に到着した避難者を県が手配するバスで迎え、

受付等を行う避難先連絡所――大分市の場合は

ホルトホール大分を想定していますが、こちら

を経由して各宿泊施設に輸送することとしてい

ます。 

二つ目の宿泊施設（ホテル等）の供与につい

ては、その前提条件として全室空室として一定

期間借上げができる、一棟貸しができることを

前提条件として国から示されています。 

ホテル等の確保にあたっては、旅行代理店や

大分県旅館ホテル生活衛生同業組合等の協力を

得て対応していきます。 

施設や部屋の割り振りについては、家族や地

域のコミュニティがあると思うので、そういっ

たものを維持することを基本に可能な限り同一

の施設で割り振りをしています。 
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三つ目の食品の給与及び飲料水の供給につい

ては、基本的には宿泊施設に３食提供していた

だくことを原則としていますけれども、ビジネ

スホテル等ではそういった対応ができないこと

も想定されるので、その際は弁当配送事業者へ

の発注を予定しています。 

四つ目の生活必需品の給与又は貸与について

は、避難生活に最低限必要な物資を整理して、

災害時の物資供給協定を準用して、基本的には

流通物資を供給することとしています。 

五つ目の避難者の健康管理については、健康

状態の確認等が必要な場合には、看護師等を派

遣することとしています。要配慮者に対する対

応は、来年度以降に検討していくこととしてい

ます。 

六つ目の通信設備の提供については、今宿泊

施設等では、Ｗｉ－Ｆｉ等が既に整備されてい

るので、そういったものを使っていただくこと

としています。 

設備の提供については、避難先地域は、平時

の状況であることとの前提条件が国から提示さ

れているため、宿泊施設に整備されている既存

の通信設備を活用することとしています。 

以上の内容を初期的計画の案として作成して、

先月国に提出したところです。現在、九州・山

口各県の計画案とともに国が最終的な調整を行

っており、本年度末までに公表されると聞いて

います。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 今の関係で、先島諸島から避難者受入

れということで、もともとから５万人の人たち、

大分県では１万１千人、それが石垣空港とか港

とかからの輸送自体が難しいのではないかと言

われています。まず、その飛行機や船をチャー

ターすること自体が難しい。となると、確かに、

いざ何かあったときにはそういう形になるんで

しょうが、それより、もっと先に国に県として

言うべきことは、そういう中国とか台湾との海

峡の問題を起こらないようにすることの方が大

事だと思うんだよね。そういう立場から、県と

してやっぱり声を上げていくべきだと思うんだ

けどね。 

 ただし、その計画そのものがやっぱり必要な

ときもあるでしょう。その前の話として、どう

いうアプローチをしているかを少し教えてくだ

さい。 

渡部危機管理室長 ありがとうございます。ま

さに、堤委員御指摘のとおりです。我々も、こ

れは不測の事態、万が一ということで計画を作

成しているわけであり、こういった事態がない

ようにすべきものと当然考えております。 

 ただ一方で、今回の計画については、国から

指示があってつくっています。今後、例えば県

内で南海トラフのような大規模な地震があった

ときなどに、市町村域を超えて広域的な避難を

する場合も想定されるので、そういったものに

これを活用していきたいとも考えているので、

またその辺の御理解はお願いしたいと思います。 

堤委員 この問題は、大分市敷戸の弾薬庫に長

射程ミサイルを配備する問題とか、さらには、

由布市の陸上自衛隊湯布院駐屯地に第２特科団

が設置されたでしょう。あそこにミサイル連隊

そのものが入ってくるわけね。そうすると、結

局そういうところが攻撃対象になってくる危険

性もあるわけだから、そういうところに避難が

来るわけないですよ、基本的に。だから、そう

いう点で、まさにさっき渡部室長が言ったとお

り、県としては国に対して、そういう不測の事

態が起きないような平和外交をもっとせよとい

う声を出すことがやっぱり大事だと思います。 

 もう１個。一番最初の地震・津波防災アクシ

ョンプラン。この問題で、防災計画そのものの

中には、原発事故の災害の防災計画が書かれて

いますよね。今回のこのプランと、避難すると

きのプラン、例えば原発で事故が起きたときに

避難する場合、そのための方策は、今回のアク

ションプランの中に入っているのかな。 

新田防災対策企画課長 今回のアクションプラ

ンの中には、原発事故に伴う避難は盛り込まれ

ていません。 

堤委員 そうすると、もともと防災計画の中の

原発事故対策は、それはそれとして生きている
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けども、地震と津波に特化してプランをつくっ

たということの認識でいいわけね。分かりまし

た。 

成迫委員 すみません、内容的な部分ではない

んですが、１４ページ、１５ページのパブリッ

クコメントについて、期間も限られた中で多く

の意見を集約するのはなかなか難しいとは思う

んですが、このパブリックコメントをリリース

するときの周知方法であったり、今回皆さんに

どういったお知らせをしていくかを教えてくだ

さい。 

藤井審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課長 

御質疑ありがとうございます。 

 パブリックコメントで、いかに幅広く意見を

いただくかというのは課題意識を持っていて、

一つは、マスコミを活用して県政記者クラブに

お知らせという形で投げ込みをします。あと、

人権の場合には、人権啓発講師といって、人権

に関心があって活動されている方が今年度で７

０名ちょっと登録をされているので、そういっ

た関心のある方に呼びかけをして意見をいただ

くようにしたり、あるいは人権の講演会とかで

も御案内をして意見をいただけるように取組を

したりする中で、今回１７件という、かなり読

み込んで貴重な意見をいただいたところです。

こういった幅広く知ってもらう取組が大事だと

考えています。 

新田防災対策企画課長 パブリックコメントの

期間等は、県の定めにのっとって設定しました。 

 また、周知も、さきほど人権尊重・部落差別

解消推進課長から説明があったとおり、マスコ

ミ等を通じてこういった広報をやっています。

ホームページなどでもお知らせをしているとこ

ろです。また、パブリックコメントを行う前に

防災対策推進委員会等を開催して、関係者向け

にも、こういったアクションプランの素案をつ

くったというお知らせも各市町村にした上で、

パブリックコメントに臨んだところです。 

成迫委員 ありがとうございます。努力いただ

いているということで、安心しました。 

 当事者たちは、やはり皆さんそれぞれ思いが

あると思うので、できるだけ広く周知いただけ

るように引き続きよろしくお願いします。 

戸高委員 ありがとうございます。 

 地震・津波防災アクションプランの策定で、

被災者支援の強化の中にあって、避難所の環境

改善や運営体制ということで書かれていると思

います。先般ちょっと避難訓練に行ったときに、

いろんな想定の項目がずらり並んでいて、それ

を全てやろうということで、皆さん一生懸命さ

れていました。ペットの避難ということで、ペ

ット避難受付があって、今日、犬が来るのと聞

いたら、今日は来ませんと言った瞬間に犬が２

匹現れて、それでちょっとその担当者も慌てて

おったんですけど。 

 何が言いたいかというと、避難所の環境って

それぞれ違うし、どこに何の本部を持っていく

かとか、事前に相当決めておかないと本当大変

だなというのが私もよく分かりました。 

 それで、一番厳しかったのが倉庫ですね。い

ろんな避難所に分配する備品とかを運ぼうとす

るときに、小さい倉庫の中にいろんな物を詰め

ているものだから、これを全部出さないとこれ

は出せないとか、１か所だけじゃないんですよ

ね、これが。こういうところも、プランの中で

どうこうというわけでなくて、市町村がしっか

り備蓄品をそろえるときに確保して、しっかり

速やかに出し入れができる、誰が見ても、その

とき担当者がいなくても分かるというのが大事

かなとちょっと思ったので、一言ちょっと申し

上げておきたいなと思います。 

 それと、もう一つ、次の１５ページにも関わ

るんですけど、障がい者の避難もその想定の中

に入っていました。今回、トイレの整備を予算

の中で入れていただいて、移動式トイレですか

ね。前回、下に来ているのをちょっと私はのぞ

いてみたんですけど、今回コンパクトに、軽ト

ラ的なものにするというのがありました。いろ

いろ考える中で、いろんな移動式トイレがある

ので、車椅子でも乗り降りできるトイレが一つ

でもあれば、分散配置するので、どこに置いて

もいいと思うんですが、そういう考えも今後持

っていただければと思うので、意見だけ述べま

す。 
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新田防災対策企画課長 ありがとうございます。 

 避難所の環境改善に伴う備蓄品等の倉庫など

への支援という趣旨で承りました。既に避難所

環境の向上に伴うものについては、県も市町村

と協力して自主防災会等に補助金等による支援

を行っているところです。 

 また、今回、孤立集落の発生に備えて分散備

蓄を促していくので、そういった避難所環境の

向上に資するものや分散備蓄に伴うものについ

ては、積極的に県の補助金の活用をこれから市

町村と共に連携しながら自主防災会に促します。 

若松食品・生活衛生課長 ペットの同伴避難、

実際に見られたということで、本当に実際に来

たときにどういった動きになるのかは、非常に

重要と考えています。今年度の県の総合防災訓

練には、実際に犬とか猫等を連れてきて、それ

ぞれの避難所におけるルールづくりとかも市町

村の防災担当者に見ていただいて課題を共有し

て、また、よりよい避難所づくりに努めていき

たいと考えています。 

小野生活環境企画課長 避難所の環境について

ですが、今年度末、県で避難所運営マニュアル

策定のための基本指針をつくっており、その中

に各市町村が避難所を設置するときに気を付け

ることなどを書いています。その中に、ペット

や避難所外避難、トイレの確保など、いろいろ

書き込んでいます。 

 戸高委員も御指摘のとおり、市町村や場所に

よって建物も広さも違うので、そういったとこ

ろを実際に市町村の方々と一緒に考えて、そこ

に適した避難所をつくっていくように、これか

らも共通認識で取り組んでいきたいと思います。 

戸高委員 ありがとうございます。 

 各市町村がきちっとした倉庫を造っていただ

いたのを私もよく知っています。そこから、一

時避難の部分をちょっと言っているので。それ

は相当な数があるので、整備されていたとして

も、倉庫として認知されていても、整理をきち

んとされていない状況があるので、そこまでし

っかり見た方がいいんじゃないかなという意味

で申し上げたので、よろしくお願いします。 

三浦委員長 ほかにありますか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方はどうですか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 別に質疑等もないので、以上で諸

般の報告を終わります。 

 予定している案件は以上ですが、この際何か

ありますか。 

三浦委員長 別にないので、これをもって生活

環境部関係の審査を終わりますが、ここで私か

ら御礼を申し上げます。 

〔三浦委員長挨拶〕 

〔島田生活環境部長挨拶〕 

三浦委員長 それでは、これをもって生活環境

部関係の審査を終わります。執行部はお疲れ様

でした。 

 

〔生活環境部退室、福祉保健部入室〕 
 
三浦委員長 これより福祉保健部関係の審査に

入ります。 
本日は、後藤委員が欠席しています。また委

員外議員として、澤田議員に出席いただいてい

ます。 

 それでは、最初に付託案件の審査を行います。 

第１号議案令和７年度大分県一般会計予算のう

ち福祉保健部関係部分について、第３号議案令

和７年度大分県国民健康保険事業特別会計予算

について及び第４号議案令和７年度大分県母子

父子寡婦福祉資金特別会計予算は関連があるの

で、一括して執行部の説明を求めます。 

工藤福祉保健部長 福祉保健部で御審査いただ

く予算議案は、第１号、第３号、第４号の計３

議案です。  

まず、第１号議案令和７年度大分県一般会計

予算のうち、当部関係について御説明します。

令和７年度 福祉保健部予算概要の６ページで

す。  

福祉保健部の令和７年度当初予算額は、表頭

の左から２番目、予算額（Ａ）の上から３番目

にあるように１，１４９億４，３５６万２千円

です。  

表頭の右から２番目、６年度当初予算額（Ｂ）
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と比べると３０億３，３３３万１千円、率にし

て２．７％の増となります。いよいよ団塊の世

代が全て後期高齢者となる２０２５年を迎えた

ので、これに伴い、医療費や介護サービスを提

供する施設整備費等が大幅増となることなどに

よるものです。 

 続いて、特別会計は２本、７ページです。 

 第３号議案令和７年度大分県国民健康保険事

業特別会計予算及び第４号議案令和７年度大分

県母子父子寡婦福祉資金特別会計予算について

は、予算額（Ａ）の計欄にあるように、二つの

特別会計をあわせて１，１４３億１７９万３千

円を計上しています。  

なお、今回の予算に係る重点事業のうち、先

週の予算特別委員会にて私から説明したもの以

外の主な事業について、担当課・室長より順次

御説明します。 

坪井医療政策課長 ３５ページを御覧ください。 

一番下の救急安心センター運営事業費３，１２

６万７千円です。  

 救急車や医療機関の適正利用を図り、県民に

適切な助言を行い安心・安全を提供するため、

市町村と連携して救急医療電話相談、通称♯７

１１９を全県で運用するもので、運用開始は令

和７年７月１日を想定しています。  

続いて、３８ページを御覧ください。一番下

の地域医療介護総合確保推進事業費１７億６,

１４４万２千円です。  

  地域における医療及び介護の総合的な確保

を推進する事業に充当するため、国の交付金を

活用して基金の積立を行うものです。今回増額

した約３億の主な要因は、医療分野では新年度

から新たに実施する薬剤師確保対策事業に充当

するほか、令和６年９月補正予算で計上した勤

務医の労働時間短縮に向けた体制整備事業を当

初予算から計上したことによるものです。また、

介護分野では、市町村の介護保険事業計画等に

基づく介護施設の整備等に要する経費への助成

を行う介護サービス基盤整備事業を増額したこ

とに伴うものです。 

羽田野健康増進室長 ５４ページを御覧くださ

い。一番上のがん対策推進事業費３，５２６万

７千円です。  

がん対策を総合的に推進するため、がん検診

受診率の向上に向けた普及啓発・受診促進を図

るとともに、がん診療連携拠点病院の機能強化

やがん患者の社会参加支援などに取り組むもの

です。  

一つ目の二重マル、がん検診受診率向上事業

では、がん検診の実態調査を行うことで、ター

ゲット層を明確化し、効果的な普及啓発等に取

り組みます。 

三つ目の二重マル、がん患者社会参加応援事

業は、ウィッグや乳房補正具、副作用ケア用品

等の購入費を助成するとともに、アピアランス

ケアの相談体制強化、普及啓発を行うものです。  

池邉健康政策・感染症対策課長 ５７ページを

御覧ください。感染症予防体制強化事業費１，

４４４万２千円です。 

 感染症危機に備えるためには、保健所、医療

機関など、関係機関の感染症対応力の向上や連

携体制の構築が重要になります。一つ目の二重

マル、保健所の感染症対応体制強化では、感染

管理アドバイザーを配置し、地域における感染

対策の要となる保健所の感染対応業務の支援を

行います。二つ目の二重マル、感染対応力向上

のための人材育成・連携強化では、感染管理認

定看護師の資格取得の際に医療機関が確保する

代替看護師の人件費に対して助成するほか、Ｉ

ＨＥＡＴを確保するための研修などを行い、地

域における人材確保を促進します。 

渡邉高齢者福祉課長 ８０ページを御覧くださ

い。 一番下の自立支援型ケアマネジメント体

制強化事業費４４７万５千円です。 

 今年度、国のデジタル田園都市国家構想交付

金を活用した予防プランの策定等に関する業務

のデジタル化をさらに推進するものです。 

一つ目の二重マル、ＩＣＴを活用した効率的

な自立支援型ケアマネジメントの横展開では、

地域包括支援センターが行うアセスメントや予

防プラン策定に係るＩＣＴ導入を支援し、スキ

ルの平準化や業務負担の軽減を図ります。 

続いて８６ページを御覧ください。上から二

番目の要介護認定業務等デジタル化推進事業費



- 19 - 

３２３万９千円です。 同じく、今年度交付金

を活用した要介護認定業務のデジタル化を促進

するものです。 

一つ目の二重マル、要介護認定業務デジタル

化の横展開では、市町村にアドバイザーを派遣

するとともに、優良事例の報告会を開催します。 

これらの事業により、今年度６月補正から取

り組んでいる事業の県全体への展開を図ります。 

鈴木こども未来課長 ９７ページを御覧くださ

い。上から４番目の保育環境向上支援事業費２

億３，６５０万円です。 

保育人材の確保と職場定着を図るため、保育

士資格取得のほか、保育補助者等の配置やＩＣ

Ｔの活用など働き方改革に取り組む保育所等を

支援するとともに、保育士などを目指す学生等

向けの取組を実施するものです。 

二つ目の二重マルにあるように、県内保育施

設への就職を促すため、県外養成施設の学生に

対して、面接や自主実習などの県内就職活動に

要する交通費や宿泊費を助成します。 

 次に９９ページをお開きください。上から３

番目のおおいたこどもまんなか応援事業費１，

１３６万２千円です。  

誰もが安心して子育てができる環境を実現す

るため、地域の子育て応援活動を支援するほか、

相談体制の充実や子育て情報発信の強化を行う

ものです。  

四つ目の二重マル、子育て応援広報キャンペ

ーン委託料では、企業・団体等と連携したＷｅ

ｂ広告の実施により、地域や企業など県内全体

で子育て世帯を支える機運醸成を図ります。 

三重野こども・家庭支援課長 １０９ページを

御覧ください。一番下の児童虐待防止対策事業

費２，９１３万８千円です。  

 一番下の二重マル、児童相談所業務ＤＸ化推

進事業では、近年増加傾向にある児童虐待に適

切に対応するため、ＡＩ等を活用した児相シス

テム利用など児童相談所業務を効率化・省力化

し、職員の負担軽減を図ります。  

 次に、１１２ページを御覧ください。上から

２番目、児童相談所施設整備事業費２億１，９

３３万９千円です。  

 今年度から進めていますが、４月から大分支

所に改称する中央児童相談所城崎分室及び中津

児童相談所の執務室を整備するとともに、一時

保護所の居室の個室化など、引き続き受入環境

の改善を図ります。  

安田障害者社会参加推進室長 １３１ページを

御覧ください。一番上のパラスポーツ普及強化

事業費１，４８６万４千円です。 

この事業は、パラスポーツを通じて障がい者

の活躍を一層推進するため、情報発信等を強化

するとともに、障がい者の社会参加の機会の創

出に取り組むものです。  

上から一つ目の二重マルにあるように、車い

すマラソン等の本県パラスポーツの魅力を伝え

るＰＲ動画を制作し、競技人口はもとより、理

解促進、そしてファン層の拡大を図ります。 

二つ目の二重マル、デフスポーツ普及啓発で

は、大分市祝祭の広場で開催されるデフビーチ

バレーボール国際親善大会にあわせてＰＲイベ

ントを開催するなど、デフスポーツの普及と県

民理解の促進を図ります。 

 続いて、一つ下の国際車いすマラソン大会開

催事業費３，５００万円です。  

 この事業は、障がい者スポーツへの注目の高

まりを継承し、共生社会の実現に向けた機運の

醸成を図るため、より効果的な運営や昨今の物

価高騰等も踏まえた対策を行い、国際車いすマ

ラソンの第４４回大会を開催するものです。  

荻障害福祉課長 １４１ページを御覧ください。  

精神科救急医療システム整備事業費７，３０６

万９千円です。 

 この事業は精神科医療を必要とする患者やそ

の家族が安心して日常生活を過ごせる環境を整

えるため、救急医療体制の確保や精神科救急情

報センターの設置・運営等に取り組むとともに、

円滑な措置入院に必要な体制を整備するもので

す。  

六つ目の二重マル、措置移送業務の民間救急

事業者委託では、職員が深夜等に運転する際の

危険性に配慮し、措置移送を民間救急に委託す

ることにより安全確保と負担軽減を図ります。 

また、七つ目の二重マル、身体合併精神救急
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患者に対するオンライン診療の試行では、自殺

企図に伴い救急搬送された身体合併症患者に対

する精神科医によるオンライン診療の試行を、

八つ目の二重マル、大分市保健所との連携強化

では、大分市保健所との間に措置対応に係る情

報共有システムを導入します。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
堤委員 さっきの児童虐待で、児童相談所のＡ

Ｉのシステム利用ということだったんだけど、

これは具体的に、どういうことにＡＩを使って

やるのかをちょっと確認させて。 

三重野こども・家庭支援課長 この事業は二つ

あります。 

 一つは、電話会議等の文字起こしです。児童

相談所、面談や電話等でかなり長い時間対応す

るんですが、それを文字で起こして上司に報告

していて、職員の負担が大きかったんですが、

それを自動文字起こしソフトを導入し、電話と

パソコンをつないで自動的に文字起こしを行う

というものです。１００％というわけにはいき

ませんが、今、児童相談所で既に試行していま

すけど、かなり負担軽減につながっている実績

が出ています。 

 二つ目が、モバイル端末による児童相談所シ

ステムの利用です。現在、児童相談所のシステ

ムは、児童相談所の執務室の中でしか使えない

状況です。休日、夜間で案件が発生した場合、

職員が児童相談所に勤務をして、そこで内容を

確認して対応に当たっている状況ですが、これ

を庁外で、もちろん個人情報に配慮した形で、

庁外でも見られる、書き込みもできるシステム

を導入するので、それで職員の負担軽減につな

げたいと思っています。 

堤委員 そういうＡＩを使うということか。判

定するとか、いろいろ相談業務に乗るとか、そ

ういうことじゃなくて、単純な、機械を使った

方がプラスだというところで使っていくという

ことなんやな。 

工藤福祉保健部長 今、堤委員がもうちょっと

先のことを言われたのかなと思います。確かに

全国的には、我々もいろいろ他の自治体、先行

自治体をだいぶ見に行かせてもらって、どこま

でやろうかなといろいろ考えました。ただ、今

なかなかＡＩで全部やることのリスクもやっぱ

りあるだろうということで、逆行しますけど、

やはり子どもをこちらでしっかり見てやるとい

う、アナログのところは大事にしないといけな

い。先行している自治体の中には、そこまで全

部ＡＩだというところがちょこちょこ出てきて

いますけど、そこは踏みとどまり、単純な作業

をまずはやろうということで、人の目、組織の

力、対応力はあまり楽をしないようにしたいと

思います。 

中野委員 予算概要３７ページのドクターヘリ

運航事業費について、いくつか聞きたいと思い

ます。 

 これ、あらかじめお伝えしますが、議論しよ

うとかではなくて、分からないところを質疑し

たいという思いなので、よろしくお願いします。 

 これは、事業概要にもありますが、国庫補助

で行う部分と県の単独事業で行う部分があり、

福岡県とのドクターヘリ共同運航経費、こちら

の分が県の単独事業ということです。この総予

算３億７，１１５万２千円のうちの財源を見て、

諸収入１，１７９万６千円とあり、これは福岡

県のドクターヘリの運航対象地域である中津市、

日田市、九重町、玖珠町が協定に基づいて負担

をしている分だと思いますが、この内訳を教え

ていただきたいのがまず１点です。 

 もう１点目が、九州でのドクターヘリの導入

については、平成１４年２月の福岡県がまず最

初で、その後、本県では平成２４年１０月に独

自の運航を開始したということです。その後、

平成２６年１月に佐賀県が導入したことによっ

て、九州全域で配備が完了したということだと

思います。九州地方知事会で、隣県同士でお互

いのドクターヘリの運航をカバーし合える体制

の構築を目指していく方向性が示されています

が、こういった関係の書物を読むと、共同運航

や広域連携といった言葉が出てきますけども、

この定義について教えていただきたいと思いま

す。 
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坪井医療政策課長 御質疑ありがとうございま

す。 

 今おっしゃった市町村の負担金の内訳は、調

べてお答えしたいと思います。 

 もう１件が広域連携の話ですね。そちらにつ

いては、やはり航空の医学会などでも今話題が

出てきているのは承知しています。 

 共同運航という形が、相互の乗り入れ、一緒

にお金を負担し合う形で、お互いの県域の方に

必要なところにヘリを飛ばすことになります。

一方で、相互乗り入れの関係については、最近

ではお金を一部負担し合うところもあると聞い

ていますけれども、基本的にはお互いに負担を

出し合わずに、それぞれの県域に必要なところ

に飛ばすというところで、最近では特に災害の

関係など、より広域の連携をしていくべきでは

ないかという議論が出ていることを承知してい

ます。 

中野委員 大分県市長会のホームページを見た

ら、福岡県のドクターヘリの運航に関する要望

というか、市長会からの要望が県に出ているよ

うです。どうもこれは日田市から出されている

要望みたいなんですが、聞くところによると、

本年２月にも何か同様の要望をしたということ

らしい。直接聞いていないので、らしいという

表現をさせてもらいますが、日田市がどのよう

な理由をもってこれを県に要望しているのかと

いうことと、県としてはこれをどう受け止めて、

どういう対応をしているかについて、お尋ねし

たいと思います。 

坪井医療政策課長 ありがとうございます。 

 今おっしゃった市長会の要望は日田市である

のは承知しています。 

 御要望としては、さきほど、一つ目の御質疑

のときに中野委員がおっしゃったとおり、もと

もと福岡県のドクターヘリが先に入っていまし

た。それを主に西部医療圏が要請したところか

ら始まったのですが、その後、大分県のドクタ

ーヘリが導入された際に、大分県のドクターヘ

リで全県をカバーできることもあり、当時、福

岡県のドクターヘリを活用している日田市、中

津市、玖珠町、九重町の２市２町と協議をして、

県とその２市２町で合意の上で、２分の１ずつ

費用を負担し合うことで、引き続き福岡県のド

クターヘリの運航を継続しているところです。 

 この点に関して、いわゆる受益者負担の観点

で、県は引き続き負担をお願いしているのです

が、日田市からは、広く県民のために行うもの

なので、全額県で見ていただけないかと御要望

をいただいたところです。 

 県としては、今申し上げたその経緯――大分

県のドクターヘリで全県カバーできるとなった

ときに、それにプラスしてもう１機、２市２町

は活用できるので、これまでの経緯プラス、そ

の受益者というか、ほかの市町村の住民以上に

手厚くなっているので、受益者負担を含めて、

なかなかちょっと難しいですとお答えをしたと

ころです。 

中野委員 一般質問でも申し上げましたが、西

部医療圏の課題解決のため、あと政策医療にな

っていますが、済生会日田病院に対する県の温

かい御支援、そして、内田審議監にも坪井課長

にも何度となく足を運んでいただき、住民の１

人としても非常に感謝をしているところです。 

 また、日田市立東渓診療所の医師の派遣の継

続についても、県の配慮をいただきました。そ

して、県内唯一、昨年度のスタート時点から足

並みをそろえられませんでしたが、高校生の医

療費無償化についても、今出されている予算を

見ると、予算化されて１０月から導入と聞いて

おり、大変御心配をおかけしましたが、そうい

った方向になったということです。 

 このドクターヘリの運航費についても、いろ

いろ耳にするぐらいのことであり、実際どうい

うやり取りがされているかは、地元の行政とつ

なぎができていないんじゃないかというところ

で県議として大変申し訳ない部分があり、今日

はそこら辺の質疑をしたところです。また今後

とも、何かありましたら、どうぞよろしくお願

いします。 

坪井医療政策課長 さきほどの市町村ごとの金

額の負担ですが、具体的な金額は今、確認はし

きれていないんですけども、負担の考え方は、

福岡県のドクターヘリの前年度の運航実績を基
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に、福岡県で、１回当たりの飛行の金額を出す

と。それに基づいて、各２市２町でそれぞれ要

請した回数を算出して、その金額に対して、県

と当該市町で按分という形でやっています。 
 ２市２町のところで、すみません、令和５年

度の負担金の実績ですけれども、中津市で約４

７万円、日田市で約１，０６０万円になります。

玖珠町と九重町だと、それぞれ９４万円となっ

ています。あくまで令和５年度の実績になり、

年度ごとに、回数によって額が変わってくると

ころです。 
工藤福祉保健部長 ここはいろいろ御心配かけ

ていますが、実態としていうと、福岡県のドク

ターヘリを要請した年間実績に基づいて、１回

当たりいくらというのをまず出した上で、要請

した市町から２分の１をいただく構成になって

います。このため、２月補正のときは補正事業

がたくさんあるので紛れてしまっていますけれ

ども、１年間使って、要はこれくらいかかった

んだということで、増額の補正になることが大

半です。２市２町の利用実態の大半は日田市で、

玖珠町や九重町、中津市は、福岡県から来るド

クターヘリはそのまま久留米大学病院に運ぶの

で、そこに行かないで、ほかの方がいいという

こともあり、一番その頻度が高いのは日田市に

なります。このため、日田市も２分の１持って

もらうことで、毎回、日田市議会に、今年はこ

れだけかかりますということで補正増の予算が

出るものだから、市議たちから見ると、もう結

構毎年補正増だよねと、一般財源だよねと非常

に目に付くところです。 
 同額の補正が県にも一般財源で出てきます。

今、ほとんど日田市と県の一般財源で支えてい

るので、少し負担感が日田市に出てきていると

いうことです。さきほど申し上げた大分県のド

クターヘリが２機あるので、その２機も使って

いただけば、日田市もほかの市町村と同じよう

にただなんですね。ただ、久留米に運ぶときに

は２分の１下さいと。県も２分の１負担するの

でと。こういう構図なものですから、全額県で

持てという御意見もよく分かりますけれども、

県も半分持っていますからとやり取りをしてい

ます。要するに、全県をカバーしている２機を

うまく使えないかを今日田市と調整しています。 
 どこ辺だったら県立病院、大分大学医学部附

属病院が近いだとか、この辺から向こうだった

ら久留米に運んだ方がいいとか。それから、そ

こまで救急車をヘリポートまで行き来させるの

に、やっぱり何十分かかるとか、結構全部が全

部久留米に行かなくてもいいんじゃないかとい

う、いわゆるランデブーポイントの検討があれ

ば、もう少し大分県側の日田市から見れば、た

だのドクターヘリを使える機会が増えるんじゃ

ないかなというところを今検討して、少しでも

一般財源の負担をお互い下げたいねという話は

しているところです。 
三浦委員長 ほかにありますか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方はよろしいでしょ

うか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 これより、採決に入ります。 

 まず第１号議案ですが、さきほど審査した生

活環境部を含め一括して採決します。 

 令和７年度大分県一般会計予算のうち本委員

会関係部分については、原案のとおり可決すべ

きものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議があるので、挙手により採

決を行います。 
本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに賛

成の方は挙手をお願いします。 
  〔挙手多数〕 
三浦委員長 挙手多数です。よって本案のうち、

本委員会関係部分については原案のとおり可決

すべきものと決定しました。 
次に、第３号議案令和７年度大分県国民健康

保険事業特別会計予算について、採決します。 
本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 
〔「異議なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 
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次に、第４号議案令和７年度大分県母子父子

寡婦福祉資金特別会計予算について、採決しま

す。 
 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 
〔「異議なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 
 次に、第２３号議案栄養士法の一部改正に伴

う関係条例の整備について、第２４号議案大分

県国民健康保険条例の一部改正について、第２

５号議案大分県幼保連携型認定こども園の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

について及び第２７号議案権利の放棄について、

一括して執行部の説明を求めます。 
羽田野健康増進室長 委員会資料２ページを御

覧ください。第２３号議案栄養士法の一部改正

に伴う関係条例の整備について御説明します。 

１法改正の概要ですが、これまで管理栄養士

国家試験は、栄養士の免許を受けたものでなけ

れば受験不可であったものの、管理栄養士養成

施設を卒業した者は、栄養士免許を取得せずと

も管理栄養士国家試験を受験可能となりました。 

２国省令改正の概要ですが、栄養士法の改正

を受け、児童、高齢、障がい、生活保護関連施

設等の基準省令のうち、人員配置等の要件とし

て、単に栄養士のみが規定されているものにつ

いて、栄養士免許を取得していない管理栄養士

も対象となるよう規定の整備が行われました。

そのため、３関係条例改正の概要のとおり、１

６本の施設基準条例の人員配置基準等について、

栄養士としているものを栄養士及び管理栄養士

等と改正するものです。  

４施行期日については、本年４月１日として

います。  

原尻国保医療課長 ３ページを御覧ください。

第２４号議案大分県国民健康保険条例の一部改

正について御説明します。 

１条例の概要ですが、この条例は国民健康保

険法や関係政令になどに基づき、協議会の設置

や市町村から県に納付する事業費納付金の算定

方法などを定めたものです。  

 ２制度・法改正の内容ですが、令和６年１２

月２日からマイナ保険証を基本とする仕組みに

移行され、従来の被保険者証が廃止されたこと

に伴い、国民健康保険法施行令第１条で定めら

れていた被保険者証の返還等についての例外規

定が削除されました。 

これにより、３条例改正の内容のとおり、条

例第４条第１項で引用していた条項が繰り上が

ったため改正を行うものです。 

 ４施行期日については、公布の日としていま

す。 
鈴木こども未来課長 ４ページを御覧ください。 

第２５号議案大分県幼保連携型認定こども園

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部改正について御説明します。 

 まず、１条例の概要についてですが、この条

例は、就学前の子どもに関する教育、保育等の

総合的な提供の推進に関する法律第１３条第１

項の規定に基づき、幼保連携型認定こども園の

設備及び運営に関する基準を定めたものです。 

次に、２改正理由ですが、幼保連携型認定こ

ども園の国の基準省令の一部改正が行われたこ

とから、所要の改正を行うものです。  

次に、３条例改正の概要ですが、基準省令の

改正に従い、幼保連携型認定こども園に配置す

べき職員の員数に算入することができる副園長

又は教頭の資格要件に係る特例の期間について、

施行日、平成２７年４月１日から起算して１０

年間、令和６年度末までを施行日から起算して

１２年間、令和８年度末までに改めるものです。

この特例の期間においては幼稚園教諭免許又は

保育士登録のいずれか片方の資格の保有で、職

員配置の員数への算入が可能となります。 

 最後に施行日ですが、公布の日としています。 

三重野こども・家庭支援課長 ５ページを御覧

ください。第２７号議案権利の放棄について御

説明します。 

母子父子寡婦福祉資金は、ひとり親家庭等の

経済的自立と、扶養する児童の福祉の増進を図

るため、親の事業開始資金やこどもの修学資金

等を低利率あるいは無利子で貸し付ける制度で

す。 
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 １議案概要ですが、償還が滞っている債権の

うち、主たる債務者の自己破産等により当該債

権の回収が不能である二つの債権について、権

利を放棄するものです。 

２放棄する債権の内容ですが、１名は事業開

始資金、もう１名は修学資金で、２債権の合計

は１９７万５，７６６円です。いずれも、連帯

保証人等も含めて自己破産、破産免責決定を受

けたものです。 

 ３今後の対応ですが、議決をいただいた後、

不納欠損処分を行います。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
堤委員 ちょっと単純なんやけど、管理栄養士

と栄養士、この違いというのは具体的にどうい

うものなの。 

羽田野健康増進室長 決定的に違うのが、栄養

に関する指導ができるかどうか、指導する権限

があるかどうかです。管理栄養士は権限がある

んですが、栄養士はありません。メニューを作

るというようなことです。 

三浦委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方はよろしいでしょ

うか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 ほかに質疑等もないので、これよ

り、採決に入ります。 

まず、第２３号議案栄養士法の一部改正に伴

う関係条例の整備について採決します。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 
三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 
次に、第２４号議案大分県国民健康保険条例

の一部改正について採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議があるので、挙手により採

決を行います。 
本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに賛成の方は挙手をお願いします。 
  〔挙手多数〕 
三浦委員長 挙手多数です。よって本案は原案

のとおり可決すべきものと決定しました。 
次に、第２５号議案大分県幼保連携型認定こ

ども園の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正について採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議があるので、挙手により採

決を行います。 
本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに賛成の方は挙手をお願いします。 
  〔挙手多数〕 
三浦委員長 挙手多数です。よって本案は原案

のとおり可決すべきものと決定しました。 

次に、第２７号議案権利の放棄について採決

します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 
三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 
次に、第２２号議案大分県地域福祉基本計画

の策定について及び第２６号議案大分県次世代

育成支援行動計画の策定について、執行部から

一括して説明を求めます。 

高木福祉保健企画課長 ６ページを御覧くださ

い。第２２号議案大分県地域福祉基本計画の策

定について御説明します。  

資料の左側に記載しているとおり、計画は第

１章の計画の趣旨等から第４章の計画の具体的

取組で構成されています。 

次に右側の色の入った縦文字を御覧ください。

第１節共に支え合う地域づくり、第２節多機関

が協働した相談支援体制の整備、第３節社会と

のつながりづくりの三つの基本方針のもと、今

年１２月に改選のある民生委員の確保対策や頻

発する災害への対応、包括的な支援体制の整備、
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障がい者への合理的な配慮など、各取組をそれ

ぞれ記載しているところです。 

左下のパブリックコメントについてです。令

和６年１２月１３日から令和７年１月２０日ま

で実施し、２５名の方から延べ２７件の御意見

をいただきました。そのうち、乳幼児など要配

慮者向け物資の備蓄に向けた取組を記載するべ

きではないか、ひきこもり支援の情報発信を強

化するべきではないかなどの９件の御意見を計

画に反映しました。 

また、福祉人材の確保など１６件については、

計画を推進していく各事業の細かな点について

の意見であったため、計画の中には追記しませ

んが、各事業の推進にあたって留意していくこ

ととしています。さらに、多世代交流活動への

支援など既に計画に反映済みの御意見を２件い

ただいたところです。  

今後、本議会において議決いただき、完成・

公表したいと考えています。 

成案本文についてはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ（サ

イドブックス）に格納しているので、後ほど御

覧ください。 

鈴木こども未来課長 ７ページを御覧ください。  

第２６号議案大分県次世代育成支援行動計画の

策定について御説明します。 

資料左上、計画の策定にあたってでは、計画

策定の趣旨や位置付け、計画期間等を記載して

います。 

Ⅰ総論編は５章からなり、第１章はこども・

子育ての現状として前提となるデータ等を記載

し、第２章は第４期計画の評価、第３章はめざ

す姿や基本姿勢などの基本的な考え方、第４章

は計画の評価体系、第５章は家庭や地域などそ

れぞれの役割を記載しています。 

Ⅱ各論編は資料右欄のとおり９章からなり、

基本施策ごとに具体的な取組を記載しています。  

資料左下のパブリックコメントの実施状況に

ついてですが、令和６年１２月１３日から令和

７年１月２０日まで実施し、７１件の御意見を

いただきました。そのうち、計画へ反映したも

のが幼児教育の充実や障がい児への支援など２

９件、こどもの人権や食育の推進など計画の推

進に際して留意する必要があるという御意見が

３３件、計画に既に反映済の意見が６件、計画

・取組への反映が難しいものが３件となってい

ます。また、おおいた子ども・子育て応援県民

会議の委員からも１００件の御意見をいただき、

計画や取組に反映しているところです。 

今後、本議会において議決をいただき、完成

・公表したいと考えています。なお、成案本文

についてはＳｉｄｅＢｏｏｋｓに格納している

ので、後ほど御覧ください。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員の方はよろしいでしょ

うか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 別に質疑等もないので、これより、

採決に入ります。 

まず、第２２号議案大分県地域福祉基本計画

の策定について採決します。 
 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 
〔「異議なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 
次に、第２６号議案大分県次世代育成支援 

行動計画の策定について採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 
三浦委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

以上で、付託案件の審査を終わります。 

次に、請願の審査を行います。請願９医療機

関の事業と経営維持のための診療報酬再改定、

補助金等の財政支援措置についての請願につい

て、執行部の意見を求めます。 

坪井医療政策課長 資料の８ページを御覧くだ

さい。請願９医療機関の事業と経営維持のため

の診療報酬再改定、補助金等の財政支援措置に

ついての請願について御説明します。  
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この請願は、報酬の再改定や補助金等の交付

を国に要請するとともに、地方自治体としての

財政支援措置の検討を求めるものです。 

 まず、国の報酬改定についてですが、今回の

改定は物価高騰分も含めた改定であると国の通

知などに示されています。 

次に、自治体の財政支援についてです。医療

機関の中には、来院患者数がコロナ禍以前の水

準に戻っていない等の状況もあり、これを踏ま

えて、県では先日議決いただいた補正予算によ

り、長引く物価高への対応として、電気代や食

材費等の一部を助成するほか、業務の効率化や

職員の処遇改善に取り組む医療機関等に対して

支援することとしています。  

また、地域医療介護総合確保基金や国庫補助

金などを積極的に活用し、採算性が低いへき地

医療や救急医療を担う、いわゆる政策医療に対

応している公的医療機関等の支援も行っていま

す。 

三浦委員長 ありがとうございました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から、

御質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 私が紹介議員になっているので。今、

大分県下で病院の廃業というか経営難で、どう

いう状況かというのはつかんでいますか。 
坪井医療政策課長 県全体については、つぶさ

に状況が把握し切れていないところです。 
堤委員 私の知っている人だけでも、歯科医院

が、確かに物価高騰と例のマイナ保険証の維持

管理、セキュリティとかいろんな問題があって

廃業している人もおるんだよね。ここに書いて

いるとおり、本当に経営が厳しくなって、この

医療生活協同組合の病院も非常に大きな赤字に

なってきているんですよね。 
 だから、そういう点で、診療改定についても、

なかなか物価高騰に見合うだけの診療改定とい

うのはないので、そういうのはやっぱり引き上

げてもらうと。やっぱり経営が安定しないとな

くなっちゃうと。本当、中核病院がなくなると、

我々自身が困るわけだから、経営が続けられる

ように、国に経営ができるような申請をしてほ

しいと。これは切実な要求だと思うんですよね。 

 確かに、県はいろんな要請、補助、補正予算

とか出しているんだけど、それも含めて、やっ

ぱり本来だと国がきちっと面倒を見ないかんわ

けですな。そういう点で、この請願については、

皆さんにお願いするんだけど、是非請願を採択

していただきたいと思っているので、よろしく

お願いします。 
中野委員 地域医療の崩壊を防ぎ、医療機関の

事業等経営維持に危機感を持つという、この請

願の趣旨自体は分からなくもありません。地方

の医療機関では、昨日の病院局の予算審査でも

議論がされましたが、コロナ禍後の受診控えも

あり、物価高騰による資機材の高騰、さらには

医療関係者の人件費も物価の変動に伴い上昇す

ることとなり、経営面で大変だという認識は一

緒です。 
 しかしながら、赤字になったから、全て補助

金という公的資金を投入することが果たして妥

当であるかについては、十分に考えなければな

らないと思うし、私は、その判断、ちょっと異

なるんじゃないかと思っています。 
 公的資金を投入するかどうかと、その峻別に

ついては、まさにさきほど坪井医療政策課長か

ら話があったように、政策医療であるかないか、

ここがまずポイントではないかと思います。安

易に全ての医療機関に対して、赤字という理由

をもって公的資金を投入することは、病院の経

営面での自助努力を奪うことにもつながりかね

ないと考えます。 
 また、物価高騰への対応としては、国の令和

６年度補正予算においても、重点支援地方交付

金の推奨事業メニューに医療、介護、保育等に

対する物価高騰対策支援を打ち出しており、効

果的と考えられるメニューも国から示されてい

ます。これは、あくまでも赤字の補填ではなく

て当面の対策を行うものであると理解をしてい

ますし、さきほどの坪井課長の話にもありまし

たが、本県においても、先に医療提供体制緊急

支援事業などを含む補正予算を議決したところ

です。したがって、まず、この施策効果にも十

分注視をすべきではないかと考えています。 
 病院の経営自体は主に診療報酬で成り立って
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おり、経営改善にはこの診療報酬を改定するの

が大原則であると考えます。一方で、昨年６月

の診療報酬の改定では、これも坪井課長からさ

きほど話がありましたが、基本認識ということ

で、物価高騰分を踏まえた改定内容が国の資料

でも示されており、赤字になっている原因が直

接的に診療報酬改定と連動しているかどうかと

いうデータを示すものはありません。そして、

報酬のどの点を引き上げるべきかということま

でをしっかり見極めて診療報酬改定を要求しな

ければ、これはひいては国の負担増にもつなが

る結果になりかねないと考えます。 
 よって、本請願の採択には私としては賛同で

きないということを申し上げたいと思います。 
戸高委員 これは再改定というか期中改定を求

めていると思うんですけど、通常の診療報酬の

改定、０２改定から０６に向かう２年間、次の

改定まで、聞き取りや意見聴取も含めて、調査

する日程ってかなりタイトと聞いています。こ

ういう期中改定を決めた場合の流れというか、

今はまだ半分いっていないか。１０か月ぐらい

か。前回ちょっと遅れたのかな。その中で、次

の改定までの期間に、期中改定って可能な状況

なんですか。すみません、一般的に分からない

から聞いているんですが。 

内田審議監 薬剤費のように非常に単純なもの

については、期中改定というのはこれまでも国

でやってはいるのですが、診療報酬本体のよう

なかなり複雑ないろんなものに影響することに

ついては、期中改定は今まで行われたことはな

いと思っていますし、非常に難しいのではない

かなと感じています。 
戸高委員 薬価は下がっていますけど、現実的

に、人が来ないと、今の診療報酬で、いくら診

療報酬を上げても経営はあんまり変わらないん

じゃないかなという感じもするんですよね。す

みません、よく分かりました。 

三浦委員長 ほかに委員の皆様からは御質疑、

御意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 委員外議員は御質疑、御意見等は

ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 それでは、本請願の取扱いについ

て協議します。いかがしましょうか。採択につ

いて諮ることでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う者あり〕 
三浦委員長 それでは、請願９について採択す

べきものと決することに、御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕 

三浦委員長 御異議がありますので、挙手によ

り採決します。 

請願９については、採択すべきものと決する

ことについて賛成の方は挙手願います。 

〔可否同数〕 

三浦委員長 可否同数です。 

 よって、委員会条例第１４条第１項の規定に

より、委員長が可否を決します。 

委員長は、不採択と裁決します。（「１点よ

ろしいですか」という者あり） 

工藤福祉保健部長 昨今、堤委員からばかりで

はないんですけど、やっぱり病院の経営になか

なか難しい面が出てきて、物価高が言われてい

るように、それから、時々話に出るマイナ保険

証が入るとなかなか苦しいということもお聞き

します。 
 ただ、今、廃業届は県に保健所を通じて出て

きますが、やはり後継者不足も当然ありますし、

統合だとか、効率化を図るためのどこかをなく

して一緒にやろうとかいろんなケースがあろう

かと思います。ただ、さきほど堤委員から御質

疑いただいた際に、医療政策課として、その廃

業の背景とか理由とか、その辺をしっかり見て

くれという要望と受け止めました。今後は、そ

ういう廃業の背景なりを、ある程度こちらが届

出を受けるので、県でしっかりと分析をして、

それが本当に体制なのか、ほかの理由もあるの

か、しっかりお答えできるように、そこは我々

執行部が見ないといけないなとちょっと振り返

ると思ったので、今後そこはしっかりと見てい

きたいなということだけちょっと付け加えます。 

三浦委員長 以上で、請願の審査を終わります。 

次に、執行部から報告したい旨の申出があっ

たので、これを許します。①の報告をお願いし
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ます。 

三重野こども・家庭支援課長 ９ページを御覧

ください。大分県社会的養育推進計画２０２５

改定版の策定について御説明します。 

 この計画は、社会的養育体制の在り方につい

て、現行計画を抜本的に見直すもので、５計画

の構成にあるとおり、県における社会的養育の

体制整備の基本的考え方及び全体像をはじめと

した１２項目から構成されています。 

 次に資料の一番下、パブリックコメントにつ

いてです。これまでも、児童養護施設等の養育

現場や子どもたちの声を計画に反映してきたと

ころですが、加えてパブリックコメントを昨年

１２月から今年１月にかけて実施し、（２）の

とおり４８件の意見をいただきました。 

 そのうち意見の趣旨等を計画に反映したもの

は、里親制度のさらなる認知度向上のための集

中的な広報及び啓発の実施や進学や就職等で県

外に転出した社会的養護経験者等に対する継続

支援の重要性など、１４件となっています。 

 また、計画推進にあたり留意すべきとしたも

のは、社会的養護下にある子どもが確実に意見

表明できる事業実施体制の充実など９件、計画

に反映済みのものは市町村の相談支援体制の強

化など２５件となっています。  

計画については、今月中に公表する予定です。 

成案本文についてはＳｉｄｅＢｏｏｋｓに格納

しているので、後ほど御覧ください。 

池邉健康政策・感染症対策課長 １０ページを

御覧ください。次期大分県新型インフルエンザ

等対策行動計画の素案について御説明します。 

本計画は、これまで大分県感染症対策連携協

議会のもとに計画策定部会を設置し、医療機関

や経済団体など各方面から幅広く意見をいただ

き、具体的な内容を検討してきました。 

 まず、はじめにのところですが、新型インフ

ルエンザ感染症や新型コロナウイルス感染症だ

けではなく幅広い感染症危機に対応するという

今回の改定目的などを記載しています。 

 次に第１部ですが、これまでの感染症危機の

経緯、新型インフルエンザ特別措置法の考え方

や意義、県行動計画の位置付け等を、第２部で

は、新型インフルエンザ等対策に関する基本的

な方針として、県行動計画における対策が、県

民の生命・健康の保護や、県民生活及び県民経

済に及ぼす影響の最小化を目指すこと等を記載

しています。 

 第３部ですが、各対策項目の考え方と具体的

な取組を記載しています。旧計画では６項目だ

った対策項目を新計画では１３項目に拡充し、

それぞれの取組を準備期・初動期・対応期の３

期に分けて整理をしています。 

②情報収集・分析の対応期のところを御覧く

ださい。リスク評価に基づく感染対策の見直し

と書いています。④情報提供・共有、リスクコ

ミュニケーションの対応期のところですが、双

方向を意識したリスクコミュニケーションを行

うこと、その下の⑧医療と⑩検査については、

準備期からの関係機関との協定締結を書いてい

ます。そして下から２番目の⑫物資では、準備

期からの感染対策物資を備蓄することなどを記

載し、これらを通じて県全体としての感染症危

機への対応力の向上に取り組むこととしていま

す。 

最後に、今後の策定スケジュールについてで

すが、４月に実施するパブリックコメントや感

染症対策連携協議会等の意見を踏まえ、第２回

定例会において成案を示したいと考えています。   

素案本文についてはＳｉｄｅＢｏｏｋｓに格

納しているので、後ほど御覧ください。 

三浦委員長 以上で説明は終わりました。 
これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 
堤委員 今の、第３部で１３の対策を書いてい

るやろ。これ、対策項目を見たら①から⑫なん

だけど、どこかに⑬があるの。さっきから⑬を

探したけどありません。 

池邉健康政策・感染症対策課長 大変申し訳あ

りません。切れています。１３項目が県民生活

及び県民経済の安定の確保です。表を入れたと

きに一番下が漏れておりました。差し替えて、

また１３まで入れたものを後ほどお渡しします。 

三浦委員長 ほかにありますか。 

〔「なし」と言う者あり〕 
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三浦委員長 委員外議員はよろしいでしょうか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 ほかに質疑等もないので、以上で

諸般の報告を終わります。 
予定している案件は以上ですが、この際何か

ありますか。 
清田副委員長 もし御存じであればでいいです。

保育士の処遇改善加算ⅠからⅢ、これが昨年、

我々会派で団体から要望を受けて、それも非常

に使いづらいということで、こども家庭庁に要

望しましたところ、とても反応がいいというか、

多数声をいただいているので、これは絶対に見

直すんだと副大臣が言っていたんですけど、何

かその後動きがあるでしょうか。情報がもしあ

れば教えてください。 
鈴木こども未来課長 まだその情報については

聞いていません。 
三浦委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 ほかにないので、これをもって福

祉保健部関係の審査を終わりますが、ここで私

から御礼を申し上げます。 

〔三浦委員長挨拶〕 

〔工藤福祉保健部長挨拶〕 

三浦委員長 それでは、これをもって福祉保健

部関係の審査を終わります。執行部はお疲れ様

でした。 

委員の皆様は内部協議を行うので、このまま

お待ちください。 
 

〔福祉保健部、委員外議員退室〕 
 
三浦委員長 これより内部協議を行います。 
予定されている案件は終了しましたが、最後

に何かありませんか。 
〔「なし」と言う者あり〕 

三浦委員長 別にないようですが、本日の委員

会がこのメンバーによる最後の委員会となるの

で、一言御挨拶申し上げます。 
  〔三浦委員長挨拶〕 
三浦委員長 それでは、これをもって福祉保健

生活環境委員会を終わります。 

一年間、大変お疲れ様でした。 


